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消
費
行
動
は
、
生
活
の
原
始
的
な
形
で
あ

る
。
人
間
は
こ
の
生
活

に
重
大
な
役
割
を
演
す

る
ご
思
は

れ

る

も

の

に
、
特
別
な
關
心
ご
注
意

ご
を
以
て
向

つ
て
行
く
。
物

に
樹

す
る
生
活
關
係
は
、
物

の
理
解

の
豫
件
で
あ
り
、
物
の

理
解

が
其
虜

か
ら
始
ま
る
視
鮎

ε
な
る
。
未
開
人

の
生
活
、
複
難
な
生
産
手
段

ご
肚
會
組
織

ご
を
も
だ
な

い
生
活
に

最
大

の
交
渉
を
も
つ
も
の
は
、
自
然

で
あ
る
。
自
然
は
恵
む
。
ま
セ
脅
迫
す

る
。
天
恵

ご
天
災

こ
の
性
蟹

ざ
原
因
の

正
當
な
理
解

が
、
昌
然

の
合
法
性

に
關
す
る
知
識

ご
、
之
に
由
て
自
然
を
支
配
す

る
技
術
こ
の
不
足

の
陀
め
に
阻
止

さ
れ

る
。

そ
こ
に
怪
偉
な
他
者
が
在

る
。
そ
れ

に
甥
し
て
優

越
戚
な
ど
は
起
り
得
な

い
。
人
間

の
蝸
幅
死
活
は
、
セ

や
自
然

の
偶
然
性

に
懸

つ
て
ゐ
る
。
自
然

は
不
可
解
な
、
敷
喜

ざ
恐
怖

こ
の
源
泉

こ
し

て
、
操
り
手

ざ
し
て
、
蓮
葡

的
な
色
を
帯

び
て
く

る
。

樹
象

の
不
可
解
は
不
安
で
あ
り
、
不
利
で
あ
る
。
そ
れ
は

置
も
か
く
理
解

さ
れ
ね
ば
な

ら
な

い
。
最
も
原
始
的
な

理
解

の
仕
方
は
、
物
を
其

の
性
質

に
從

つ
て
理
解
し
な

い
で
、
之
を
自
外
の
性
質

に
從

つ
て
推
測
す

る
こ
ご
だ
。
子

供

の
世
界
観

が
そ
う
で
あ

る
。
未
開
人
は
自
労

が
様

々
な
行
動

の
圭
膿

で
あ
る
こ
ご
を
知

つ
て
ゐ
る
。
然

し
抑

へ
き
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れ

訟
衝
動

に
よ
つ
て
、
自
分

の
行
動
が
引
き
づ
ら
れ

る
こ
ご
も
知

つ
て
ゐ
る
。
天
賦

の
π
め
に
思
ふ
儘

に
な
ら
ぬ
こ

ご
を
戚
じ
て
ゐ
る
。
彼
ら
は
自
分
の
内

に
斯
機
な
圭
禮
ご
依
厩

ご
を
戚
知
す

る
。
同
様
に
、
自
然
現
象

の
背
後

に
も

何
か
主
禮

が
あ
る
だ
ら
う
。

こ
の
主
禮

の
恣
意

に
騙
ら
れ

る
薗
然
現
象

に
よ

つ
て
、
我

々
の
蝸
薦
が
決
ま

る
の
だ
ら

う
。

こ
い
つ
π
檬
に
考

へ
る
。
自
然
現
象
は
背
後

へ
押
し

や
ら
れ
、
或
る
圭
禮

の
働
ら
き
こ
し
て
現
は
れ

る
。
自
然

は
擬
人
化
せ
ら
れ
π
。
そ
し
て
理
解

せ
ら
れ
把
。
が
、
同
時

に
そ
れ
は
超
人
間
的
で
あ
る
。
人
智
、
人
力
を
超

へ
て

ゐ
る
か
ら
。
自
然

ご
人
間
ご
は
量
的
な
違

ひ
を
以
て
隔

て
ら
れ
だ
。

こ
の
隔
だ
り
こ
そ
不
可
知

な
不
可

抗

性

で

あ

る
。
薗
然

は
紳
秘
化

せ
ら
れ
だ
。
紳
秘
的
に
擬
人
化

せ
ら
れ
た
。
自
然
宗
敷
は
人
間
の

「
子
供
ぢ
み
π
性
質
」
。
「
無

智

の
娘
」

で
あ
る
。

彼
ら
は
そ
こ
で
自
然
を
人
間
化
す

る
だ
け
戯
然
を
紳

化
し
、
自
然
を
棘
化
す
る
だ
け
人
間
を
紳
化
す

る
。
意
識
的

に
は
神
を
肯
定
し
て
人
間
を
否
定
し
、
無
意
識
的

に
は
神
を
否
定
し
て
入
間
を
肯
定
す

る
。
之
が
自
然
宗
敏

の
辮
謹

法
で
あ
る
。

辮
謹
の
主
禮
は
人
間
の
塞
想
。
戚
性
的
な
、
同
時
に
非
戚
性
的
な
創
造
的
想
像
。
自
然

は
此
の
辮
謹
の

過
程

に
必
要
な
材
料
を
提
供
す

る
に
過
ぎ
な

い
。
そ

こ
で
塞
想

ご
事
實

ご
が
喰
ひ
違
ろ

て
く
る
。

こ
の
喰
ひ
違

ひ
が

U
霧

口
亀
σq
酵

・

で
あ
る
。
宗
敷

の
世
界

で
戚
情
の
所
有
者
で
あ

る
石

や
棒

き
れ
は
、
事
實

の
世
界
で
は
把

い
の
石

や
棒

き
れ

で
あ
る
。
何
も
知
ら
な

い
者

に
は
、

ビ
い
ふ
よ
り
も
、
見
え

る
限

り
で
は
、
他

の
石

や
棒
き
れ

ご
愛
り
が

な

い
。
π

や
見
え
な

い
範
園
で
、
信
仰

さ
れ

る
限
り
に
於
て
、
宗
敏
の
樹
象

で
あ
る
。
結
局
、
自
然
宗
敷

の
紳
は
、

、



人

間
的
な
も
の
こ
し

て
理
解

せ
ら
れ
仁
、
自
然

の
必
然
性

で
あ

つ
だ
。
神
學
が
物
理
學
に
先
行
す
る
。

か
や
う
に
、
漕
費

の
見
地
か
ら
物
を
眺

め
、
同
時

に
之
を
擬
人
化
す
る
こ
ご
は
、

一
般

に
理
解

の
幼
稚
な
仕
方
で

あ

る
ご
共

に
、
初
期

の
紳
學
的
な
方
法
で
も
あ
つ
セ
。
紳
は
自
勢
を
、
人
間
の
理
解
力
以
上

に
は
啓
示

し

な

か

つ

π
。
蝕

り
に
實
用
的
な
。
鯨

り
に
人
間
的
な
。
之
が
こ
の
紳

々
の
特
徴
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
こ
の
時
期

の
集
團
生
活

は
、
此

の
経
濟

的
支
配
者
「
紳
」
に
依
属
す

る
も
の
ざ
し

て
、
神
を
中
心

に
行
は
れ
π
。

依
属

の
戚
情
は
解
放

の
威
情

に
結
合
す
る
。
依
厨
す

る
者
は
依
薦

か
ら
解
放

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
否
、
よ

き
依

薦

の
中

に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
既

に
紳

は
實
用
的
で
あ
る
。
神

が
生
活

に
有
利
で
あ
る
や
う
に
、
神

に
仕
向
け
ね
ば

な
ら
な
い
。

こ
こ
ろ
で
神

は
人
間
的
で
あ
る
。
神
は
入
間

に
樹
す
る
ご
同

じ
仕
方
で
動

か
さ
れ

る
で
あ
ら
う
。
所
願

ざ
供
物

ご
舞
踏

ご
。

こ
れ
ら
の
方
法
に
依

つ
て
生
活

の
繁
榮
を
圖

る
べ
き
で
あ
る
。
蓋

し
こ
の
時
代
の
紳
は
、
肉
禮

的
な
制
約

ご
自
然

の
必
然
性

ご
に
よ

つ
て
、
絶
え
す
阻
害

さ
れ
る
人
間
の
意
欲
が
、
適
當

な
充

足
の
方
法
ご
、
そ
の

可
能

の
限
界

ご
を
知
ら
な

い
だ
め
に
現
は
れ
π

≦
。
一δ
旨

ご

囚
曾
p
2

こ
の

溝

を
、
鐸
も
な
く

埋

め
る
も
の
こ
し

,
て
案
出
さ
れ
泥
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
宗
敷

が
科
學

に
先
行
す

る
。

宗
漱
も
科
學
も
、
樹
象

の
未
知
な
性
質
を
理
解
し
、
之
を
生
活

に
適
合

さ
せ
る
こ
ご
を
傾
向
ま
π
は
任
務

こ
し
て

も

つ
瓢

に
於

て
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
宗
激
ご
科
學
、
中
で
も
自
然
科
學

ε
宗
敷

こ
の
違
ひ
は
、
薗
然
科
學

が
自
然
法

に
從

つ
て
、
自
然

か
ら
借
り
π
手
段

に
よ

つ
て
、
此
,の
目
的
を
達
す
る
の
に

!

「
自
然

の
法
則

に
從

ふ
こ
ε
に
よ
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二

つ
て
の
み
自
然
を
征
服
す

る
こ
ご
が
で
き
る
」

ご
ベ
ー

コ
ン
が
近
世
文
明

の
初

め
に
豫

言
し
陀
ー

宗
敷
は
そ
う
し

把
手
段
を
借
り
す
に
、

π

い
所
濤
、
供
犠
、
神
樂
、
児
符

こ
い
つ
陀
方
法
に
よ
つ
て
、
同
じ
目
的
を
達
す

る
か
、
達

せ
ら
れ

る
ざ
考

へ
る
黙

に
あ
る
。
宗
激
は
「
生
活

の
技
術
」
で
あ

つ
セ
。
棘
は
人
間
に
ご
つ
て
利
害
が
あ
る
ご
推
定
さ

れ

る
程
度

に
慮

じ
て
其
の
奪
嚴
を
保

つ
。
神

の
背
後

に
は
人
間
の

一
定

の
欲
望
が
隠

れ
て
ゐ
だ
。
神
學

が
経
濟
學

に

先
行
し
泥
。
「
物
質
的
生
活
の
土
壷
」
で
あ
る
も
の
が
「
宗
敏
及
び
棘

々
の
根
底
」
で
あ

つ
把
。
紳
は
人
間

ご
同

じ
く

マ

テ
ヲ
ア
リ
ズ

ム
ご

セ
ン
セ

エ
シ
ョ
ナ
ソ
ズ

ム
こ
の
眞

理
に

兜

れ
て
ゐ
陀
。
後
の

時
代
に
は

輩

に
美
學
、
政
治
、
醤

學
、
・法
律
學

の
樹
象

に
す
ぎ
な
か
つ
π
も
の
が
、

こ
の
時
代

で
は

宗
激

ま
把
は
紳
學

の

問
題
で
あ

つ
π
。
「
人
間
を

支
配
す
る
力

か
ら
の
解
放
の
手
段
は
、
文
化
、
勢
働
。
技
術
で
あ
る
」
。
從

つ
て

此
の
三
者
が
ま
だ
健
全

に

普
及
し

て
ゐ
な

い
所
で
は
、
近
代
都
市

の
中
央

に
す
ら
、
薗
然
宗
激

の
元
め
の
鯨
地
が
残

つ
て
ゐ
る
。

實
用
的
で
あ

る
こ
ε
。

こ
れ
が

こ
の
神

の
第

}
の

特
色

で
あ
つ
陀
。
「
若
し
ジ

ュ
ピ
タ
ー
が
、
私

の
所
願

に

封
し

て
聾

で
あ
つ
セ
ら
、
何

の
π
め
に
私
は
彼

に
犠
牲
を
供

へ
る
で
あ
ら
う
か
。
若

し

ツ
ェ

レ
ー
ラ
が
、
額

に
汗
し

て
働

ら
く
農
夫
達

の
願
望

に
答

へ
な

い
な
ら
、
何
の
π
め
に
彼

ら
は
彼
女

に
牝

の
内
臓
を
與

へ
る
で
あ
ら
う
か
」
(
オ
ヴ
ィ

デ
ウ

ス
)。
羅
馬
人
は
灘
糞

の
神
を
も

つ
て
ゐ
把
。
灘
糞
は
野

に
牧
草
を
繁
ら
せ
る
。
『
繹
濟

の
魂
」
で
あ
つ
π
。

ゼ

ン
ダ
ヅ

ェ
ス
タ
の
法
典

に
云
ふ
、
「
偏

へ
に
犬

の
悟
性
の
お
蔭

に
よ
つ
て
世
界
は
守
ら
れ

る
の
で
あ

る
」
。
家
財

ご
家



畜

ご
が
犬
に
守
ら
れ
て
ゐ
だ
。
犬
で
あ
れ
、
牛

で
あ
れ
、
馬
糞

で
あ
れ
、
彼

ら
の
際
立

つ
だ
文
化
的
、
歴
史
的
役
割

が
ー

経
濟
生
活
を
規
定
す

る
彼
ら
の

性
質
が
明
自

ざ
な
る
ご
き
、
入
は
彼
ら
を

紳
化
し
始

め
る
。
「文
化
は
動
物

が
人
間
生
活

に
於

て

特
殊

の
意
味
を
獲
得
し
π
瞬
間
か
ら
始
ま
る
」
。
人
間
は
動
物

ざ
奴
隷

ざ
の
援

助
に
よ
つ
て
、

文
化

の
段
階

に
登

つ
π
。
但
し
後
者
は
、
最
初

か
ら
除
り
に
人
間
的

で
あ
つ
π
爲

め
に
、
少
く
こ
も
存
命
中
は
神
學

の
劃
象

に
な
ら
な

か
つ
π
。
尤
も
實
用
的
だ
ε
い
ふ
の
は
、
必
す
し
も
事
實
そ
う
で
あ
る
こ
ご
を
要
し
な

い
。
そ
う

信

せ
ら

れ
さ

へ
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
或

る
時
代

の
或

る
民
族

の
宗
敷
的
表
象
は
、
そ
の
民
族
性

ご
文
化

だ
生
活
榛

態

ご
、
そ
れ

ら
を
取
り
霧
く
地
理
的
環
境

の
特
性
こ
の
關
係

に
よ

つ
て
規
定
せ
ら
れ

る
。

人
間
的
で
あ
る
こ
ど
。

こ
れ
が
こ
の
棘

の
第

二
の
特
色

で
あ
つ
陀
。
我

々
は
神

に
於

て
入
間
を
構
成
す

る
諸
性
質

を
見

る
。
神
は
戚
情
を
も

つ
岩
石
で
あ
り
、
思
考
す
る
狐
で
あ
り
、
意
志
を
も

つ
陀
雷
錘

で
あ
り
、
狸
で
あ
り
、
氣

塵

の
愛
化

で
あ
る
。
但
し
彼
ら
に
は
、
人
間

に
不
可
能

な
こ
ご
も
可
能

で
あ
つ
陀
。
蓋
し
人
間
の
願
望

ご
塞
想

ご
は

自
然
の
法
則
を
顧
慮

し
な

い
。
自
由
で
あ
り
、
無
際
限
で
あ
る
。
紳

の
全
能
は
、
願
望

ご
塞
想

の
全
能
だ
。
理
性

か

ら
見

て
不
可
能
な
ご
ざ
は
、
奇
蹟

こ
し

て
可
能

で
あ
る
。
否
、
だ

い
奇
蹟
に
よ
つ
て
紳

は
神

で
な
い
も

の
こ
匠
別

せ

ら
れ

る
。
神

の
存
在

の
π
め
に
、
何
よ
り
も
奇
蹟
が
願
望
せ
ら
れ

る
、
塞
想
せ
ら
れ

る
、
否
、
信
仰
せ
ら
れ
る
。
信

仰
に
ご
つ
て
は
不
可
鮨

な
何
物

も
な

い
。
信
仰
が
奇
蹟

に
先
立

つ
。
そ
し
て
奇
蹟
を
可
能

に
す

る
。
脾

の
信
仰

ご
奇

蹟
信
仰

ご
は
不
可
分

で
あ
る
。
行
爲
し
な

い
人

間
が
死
人

で
あ
る
様
に
、
奇
蹟
な
き
坤
は
紳

で
は
な

い
。
信
す

る
ご

斯
糊
念
形
態
に
於
る
宗
敷
否
定
と
輝
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)
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は
、
奇
蹟
を
信
す
る
の
だ
。
從

つ
て
信
者
に
ε
つ
て
奇
蹟
は
全
く
確
實
で
あ
る
。
疑

ふ
飴
地
が
無

い
。
思
索
の
地
盤

が
信
仰
だ
か
ら
。

『

然
し
こ
の
塞
想
の
自
由
さ
も
、

こ
の
時
代

に
鳳
、
素
朴
な
思
考

の
擬
人
化
性

の
π
め
に
狡

め
ら
れ
π
。

そ
こ
で
こ

の
時
代

の
紳

々
は
他
面
、
様

々
な
欠
陥
を
持

つ
。
他

の
自
然
現
象

に
苦
し
め
ら
れ

る
こ
ざ
も
あ
り
、
季
節

に
よ

つ
て

死
滅
す
る
こ
ご
も
あ
る
。
天
界
に
も
搾
取
、
姦
婬
、
闘
孚
が
あ

つ
π
。
人

々
は
屡

よ
地
上

に
落
下
す

る
敗
棘

の
武
器

や
棘
燈

の
破
片
の
昔
を
聞

い
π
。
天
界

か
ら
の
溝
息
は
、
前
以
て
天
界

へ
投
げ
上
げ
ら
れ
セ

下
界

の
清
息
、
「
宗
敷

的
悪
夢
」
で
あ

つ
陀
。

神
は
天
界
の
主

で
あ
る
。
「
紳
を
信
す

る
こ
ご
は
、
主
を
信
す

る
こ
ご
を

意
味
す

る
」
。
「
圭
人
で
あ
る
こ
ご
は

紳

で
あ

る
こ
ご
を
意
味
し
把
」
。

ホ
ー

マ
ー
に
於

て
、

エ
ス
キ
ラ

ス
に
於
て
、
紳
は

「
王

の
王
」
で
あ
つ
だ
。
数
部
族
共

存

の
祉
會
、
群
雄
割
慷

の
就
會
で
は
、
宗
敷
も
多
く
は
多
神
敷

で
あ
り
、
そ
れ
が
或

る

一
部

族
に
よ
つ
て
統

一
さ
れ

だ
就
會
、
封
建
的
專
制
政
治
の
就
曾
で
は
、

一
神
敷
的
こ
な
つ
だ
。
各
部

族
は
そ
の
頭
首

の
祀

る
神

々
を
も

つ
て
ゐ

π
が
、
統

瞬
者

の
沸
は
統

一
者
の
守
謹
神
だ
か
ら
、
統

一
者

ご
同

じ
く
、
征
服

さ
れ
だ
部
族

の
諸
神

の
上

に
君
臨
し

た
か
ら
で
あ
る
。
属
國

の
諸
棘
は
本
國

の
棘

の
前

に
薄
れ

て
行

つ
陀
。
周
檬
な
義
務

ご
犠
牲

ざ
が
、
新
し
き
紳

の
名

に
於

て
宣
言
さ
れ
陀
。
宗
敏

が
政
治

こ
な

つ
だ
。
自
然

へ
の
依
屍
は
、
次
第
に
制
度

へ
の
依
属

に
移
ろ

π
。

然
し
、
建
全

な
文
化
、
勢
働
、
技
術
が
、
此
等

の
諸
神
か
ら
そ
の
神
秘
的
な

マ
ン
プ
ル
を
脱
が
せ
る
ざ
き
、
我

た



も

は
そ

こ
に
軍
純
な
物
理
過
程
を
見

る
。
自
然

の
擬
人
化
は
、
自
然
宗
敷
時
代

の
主
要
な
世
界
理
解
の
型
で
あ
り
、

の
擬
人
化
か
ら

の
離
脱
は
、
近
代
丈
明
に
於
け
る
世
界
理
解

の
指
標
で
あ
つ
π
。

こ

紳

々
の
森
嚴
な
装
束
が
脱
落
す

る
や
、
整
然

こ
し
陀
物
理
現
象
の
合
法
性
が
現
は
れ
て
く
る
。
紳

々
は
も
は
や
風

雲
に
駕
す
る
を
得

す
、
雷
霊
を
騙

る
こ
ご
を
得
す
、
経

濟
の
魔
術
者

で
あ
る
こ
ε
が
で
き
な

い
。
紳

々
に
向
け
ら
れ

セ
情
熟
は
冷
却
し
、
幻
滅
し
、
彼
ら
は
解
雇

さ
れ
だ
役
者

の
如
く
退
去
す
る
。
然

ら
ざ
る
も
の
は
形
な
き
名
號
こ
し

て
生

き
残

つ
陀
。
此

の
推
移
は
多
く
封
建
的
國
家
の
登
達

に
俘

つ
陀
。
そ
し
て
多
神
敷
的
な
有
形

の
欝
然
紳
は
、
典

第

に

一
紳
敷
的
な
無
形
の
権
力
神
に
愛

つ
だ
。
道

徳
的
意
識
の
未
登
達

の
時
代

に
は
、
神

も
甚
だ
非
道
徳
で
あ

っ
た

が
、
今

や
彼

に
も
遣
徳
的
要
素
が
加
は
つ
仁
。
登
達
し
π
希
騰

の
神
、
猶
太
敷
の
紳

な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の

だ
。希

臓
人
は

一
般

に
彼
ら
の
希
望
を
自
然
の
限
界
内
に
保

つ
て
ゐ
だ
。
精
神
的
な
も
の
こ
肉
禮
的
な
も
の
、
形
式
的

な
も
の
こ
内
容
的
な
も
の
こ
の
調
和
が
理
想
で
あ
つ
陀
。

こ
の
傾
向
を
通
し
て
從
來
の
紳

が
次
第

に
精
紳
化
せ
ら
れ

π
。
斯

る
観
照
的
な
傾
向
か
ら
眺
め
ら
れ
陀
時
、
薗
然
は
彼
ら

の
目
的
ど
し
て
現
は
れ
、
何
故

に
自
然
が
存
在
す

る

か
ご
い
つ
π
考
ー

世
界
創
造

の
観
念

へ
は
到
達
し
な
か
つ
た
。
然

る
に
猶
太
人
は
實
臨
的
な
態
度
を
以
て
自
然

に

向

つ
紀
の
で
、
自
然
は
實
践
的
意
志

の
反
定
立

こ
し
て
現
は
れ
、
從

つ
て
そ
れ
の
存
在
理
由
が
尋
ね
ら
れ
、
そ
れ
の

新
襯
念
形
態
に
於
喝
宗
敷
否
定
と
輝
三
)
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六
六

絡
末

さ

へ
も
考

へ
ら
れ
π
。
然
し
爾
者

こ
も
薗
然

に
樹
す
る
依
囑
關
係
よ
り
も
、
制
度

に
樹
す

る
そ
れ
を
反
映
し

て

ゐ
π
こ
ご
は
同

一
で
あ
る
。
殊
に
猶
太
漱
は
支
配
階
級
の
問
か
ら
生
育
し
π
の
で
、
そ

の
最
高
倫
理
は
法
制
で
あ

つ

た
。
宗
敷
は
甚
だ
國
家
的
な
性
質
を
も
つ
て
ゐ
π
。

之
に
反
し
て
、
被
支
配
階
級
の
間
に
生

れ
、
其
慮

に
受
け
容
れ
ら
れ
π
の
は
基
督
激
で
あ

る
。
彼
ら
に
入
要
な

の

は
法
制
で
は
な

か
つ
だ
。
愛
で
あ

つ
忙
。
だ
が
貧
民
、
奴
隷
達

に
は
愛
着
す
る
租
國

が
無

か
つ
だ
。
彼

ら
は

コ
ス
毛

ボ
リ
タ
ン
で
あ
る
。
從

つ
て
そ
の
愛
は
超
國
家
的
で
あ

つ
陀
。
猶
太
敏
は
人
間
の
諸
性
質

の
外
化

で
あ
つ
π
が
、
基

督
敷
は
人
間
の
本
質

の
外
化
で
あ

る
。
後
者
は
ど
の
宗
敷

よ
り
も
精
紳
の
救
濟

に
關
心
す

る
。
「
神

の
敷
義
」
こ
い
ふ

よ
り
も
、
「
救
濟
の
敷
義
」
で
あ
つ
陀
。
「
神

を
求
む

る
者
は
、
自
己

の
救
濟

に
就

て
…悩
む
」
(
ク

レ
メ
ン
ス
・
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ

ヌ
ス
)。
基
督
敷
は
精
紳
宗
敷
の
最
も
登
達

し
陀
段
階
に
属
す

る
。

以
上
甚
だ
簡
軍

に
自
然
宗
敷

の
登
生

か
ら
精
紳
宗
激

の
展
開
ま
で
辿

っ
だ
。
自
然

に
墨
す

る
入
性
登
現

の
共
通
性

ざ
、
そ
の
登
展

の
類
同
性

こ
の
内

に
、
有
形

か
ら
無
形

へ
、
民
族
か
ら
人
類

へ
、
存
在

か
ら
理
想

へ
の
神
性
の
登
展

が
基
礎
付
け
ら
れ
て
ゐ
π
。
薗
然

か
ら
入
間

へ
、
投
寓

さ
れ
た
人
間
の
欲
望
か
ら
投
爲
さ
れ
π
入
間
の
本
質

へ
。

こ

れ
が
宗
敷
現
象

の

一
般
的
な
登
展
遇
程

で
あ
つ
泥
。
「
自
然

の
紳
性
は

宗
敷

の
始

め
を

形
成
す
る
が
、
人
間
の
紳
性

は
宗
敷
の
絡
局
目
的
を
形
成
す
る
」
。



墓
督
敷
は
救
濟
敷
で
あ
る
。
救
濟
は
ど
う
し
て
可
能

か
。

そ
れ
の
論
理
的
根
擦

は
何
か
。
救
濟

が
可
能
な
π

め
に

は
、
救
濟
す
る
者

ざ
さ
れ

る
者

ざ
の
間
に

共
通
性

が
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
「
若
し
紳
が

根
本
的
に
他

の
本
質
だ

こ
す

れ
ば
、
人

間
は
ど
う
し
て
紳

の
内

に
慰
安
ご

李
和
を
見
出
す

こ
ご
が
で
き

る
か
」
。
神

が
自
分

に
似

せ
て
人
間
を
造

り
、
自
分

の
息
を
吹
き
込
ん
だ
こ
い
ふ
黙

に
、
救
濟

の
可
能
な
根
擦
が

語
ら
れ
て
ゐ
る
。
「
入
間

の
特
質
は
自
己
意

識
で
あ
る
」
。
自
畳
を
成
立
さ
せ
る
畳

は
最
も
根
本
的
な
畳
、

一
切

の
他
者
を

自
分

の
内
容

こ
す
る
が
、
そ
れ
自
身

＼

は
他
者
の
内
容

ざ
は
な
ら
ぬ
も

の
。
神

さ

へ
も

こ
の
も
の
、
内
容

で
あ
つ
セ
。

そ
れ
は
神

の

紳

で
あ

る
。

「
人
間
が

そ
れ
ざ
の
分
裂
を
戚
す
る
こ
こ
ろ

の
存
有
は
、
彼
に
本
具

さ
れ
る
本
質

で
あ
ら
ね
ば
な
ら

組
」
。
無
意
識
的
な
神
は
、

意
識
的
な
紳

の
根
擦
で
あ
り
、
前
提

で
あ
る
。

入
は
神

に
於

て
薗
分
の
本
質
を
讃
美
す
る
。
紳
に
關
す

る
人
間
の
知
識
は
、
彼
自
身
の
本
質
に
關
す
る
知
識

で
あ

る
。
但
し
間
接
的
な
薗
己
意
識
。
除
外
的
な
自
己
肯
定
だ
。
「
入
問
は
薗
分

の
本
質
を

崇
拝
し
陀
。
初

め

彼
は
自
舜

を
樹
象
化
し
π
。
然

し
封
象
を
自
分
の
本
質

こ
し
て
は

認
識

し
な
か
つ
だ
」
。
こ
の
認
識

分
映
如

こ
そ

基
督
敷

の
特

徴
で
あ
る
。
戚
性

の
封
象
が
入
間
の
外
部

に
あ
る
に
封

し
て
、
宗
敷
の
封
象
が
人
間
の
内
部

に
あ
る
黙
に
於
て
、
薗

然
宗
敷
も
精
神
宗
敷
も
愛
り
は
無

い
。
宗
敷

の
樹
象
は
「
入
魂
的
な
」
樹
象

で
あ

る
。
薗
然
宗
敷
に
於

て
、
薗
然
を
擬

人
化
し
て
人
間

に
近
づ
け
、
同
時

に
之
を
神
化
し
て
紳
秘

の
彼
岸

に
押
し
や
る
π
め
に
働
ら

い
犯
創
造
的
想
像
が
、

精
紳
宗
敷

に
於
て
は
、
始
め
に
人
問

に
似

せ
て
神
を
作
り
、
然

る
の
ち
紳

に
似

せ
て
人
間
を
造

る
泥
め
に
働
ら
く
。

新
観
念
形
態
に
於
る
宗
敷
否
定
と
暉
(
二
)
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六
入

從

つ
て
精
紳
宗
敏

の
端
初
は
、
神

ご
入
間
こ
の
分
裂
で
は
な
く
、
入
間
の
本
質

ご
入
間
こ
の
舜
裂
で
あ
る
。
人
間
は

宗
敷
に
於
て
、
紳

の
概
念

へ
廻

り
造
し
て
自
労

の
本
質

へ
還

る
。
所
濤
は
現
象
的
な
人
間

ご
人
間
の
本
質

こ
の
封
話

で
あ

る
。
「
宗
敷

は
人
間
の
隠
れ
陀

財
寳

の
儀
式
張

つ
だ
除
幕
。
か
れ

の
内
奥
の

思
想
の
臓
悔
。

か
れ
の
愛
の
秘
事

の
顯
は
な
告
臼

で
あ
る
」
。
公
開

さ
れ
陀
宗
敏

の
本
質
は
、
人
間
に
封
す

る
神

の
超
越

で
あ
る
が
、
「
宗
敷

の
秘
密
な
、

本
質
は
、
紳

の
本
質

ご
入
間
の
本
質
こ
の
同

一
」
で
あ
る
。

人
間
的
な
も
の
ざ
神

的
な
も
の
こ
の
封
立

ご
止
揚

ご
が
、
人
間
の
現
實

ご
人
間
の
本
質

こ
の
そ
れ
ら
の
關
係

に
解

潰

せ
ら
れ
π
。
基
督
敷

の
封
象

ご
内
容

ご
は
、
本
來
純
人
間
的
な
も

の
だ
。
人
は
宗
敷

の
本
質
を
知

る
に
從

つ
て
、

之
を
人
間
に
よ
つ
て
解

繹
す
る
こ
ご
を
試
み

る
で
あ
ら
う
。
人
間
の
諸
性
質

の
、
人
間

の
本
質

に
よ
る
透
徹
で
あ
る

こ
ご
に
於

て
の
み
、
精
神
宗
敷
i

基
督
敷

の
救
濟
ば
可
能

で
あ

る
。

こ
の
意
味
に
於
て
、
神
は
人
間
の
諸
性
質

ご

人
間

の
本
質

こ
の
間
の
「
人
格
化

さ
れ
π
紐
帯
」
で
あ
る
。
基
督
敷
は
も

ご
も
ご
「
人
間

の
自
己
規
定
」
に
過

ぎ
な

い
ε

こ
ろ
の
啓
示

に
於

て
、
規
定
す
る
も
の
こ
規
定

さ
れ

る
も
の
こ
の
間
に
、
此

の
人
格
化
さ
れ
π
概
念
を
挿
入
す
る
こ

ε
に
よ
つ
て
、
此

の
規
定
を
人

間
學
的
な

命
題

こ
す

る
代
り
に
、
棘
學
的
な

命
題

こ
し
把
。
「
棘
學

の
秘
密
は
人
間

學

で
あ

る
」
。
人
間
學
は
目
麗

め
陀
騨
學
。
神
學

の
自
己
啓
蒙
。
新
し
き

宗
激
哲
學
だ
。

こ
の
哲
學

に

於

て
人
は
無

紳
論
に
到
達
す

る
。
宗
敷
が
神
話

こ
な

る
。
人
は
解
剖
さ
れ
π
神
禮
を
見

て
、
以
前

の
様

に

ロ
マ
ン
的
な
情
熟
を
戚

む
な

い
で
あ
ら
う
。

凡
ゆ
る
信
條
合
理
化

の
試
み
は
、

ロ
マ
ン
的
宗
激

へ
の
幻
滅
を
も
ち
來
す
。



人
は
神
概
念
に
於

て
語
ら
れ
た
事
實
を
見

る
。
然
し
其
の
理
由
や
由
寒
を
聞

か
な

い
。
紳

の
愛
が
あ
り
、
神

が
造

つ
セ
世
界
が
あ
る
。
然
し
何
故

に
神
は
愛

か
o
ど
う
し
て
世
界
が
造
ら
れ
陀
か
。
な
ど

、
問

ふ
て
は
な
ら
な

い
。
そ

れ
を
問

ふ
こ
ご
に
よ
つ
て

麿
は
人
間
學

へ
、
自
然
科
學

へ
、
即
ち

無
神
論

へ
行
く
で
あ
ら
う
か
珠
。
「
神

ピ
は
ー

凡

て
の
實
在
、
凡
て
の
完
全
性
、
凡

て
の
カ

が
そ
こ
に
内
藏

さ
れ

て
ゐ
る
こ
こ
ろ
の
、

つ
ま
り
凡
て
の
事
物
が
既
成

の
形

で
、
魚

の
如
く
泳

い
で
ゐ
る
見
事
な
深
遠
な
塞
想

の
井
戸
で
あ
る
。
沸
學
は
そ
れ
ら
を

こ
の
井
戸

か
ら
取

り
出

す
母
親
で
あ
る
」
i

思
辮
哲
學
で
は
純
粋
思
惟
が
こ
の
井
戸
で
あ
つ
陀
i

か
く
て
紳
學
は
自
然
界
に
於
け
る
生

成

の
順
序

ご
法
則
ご
を
無
視
し
把
。

か
つ
自
然
を
無
債
値
な
贅
物

こ
す
る
。
神
が
肉
眼
無
し
に
見
る
こ
ざ
が
で
き
る

な
ら
、
何
故
動
物
に
は
肉
眼

が
必
要
か
。
神
學

に
ご
つ
て
肉
禮
は
、
薗
然

一
般
は

不
完
全
な

贅
物

で
あ
る
。
「
神
學

は
世
界
を
否
定
す

る
」
。
だ
が
何
故

に
神
は

不
完
奎
な
世
界
、
堕
落
す

る
人
間
を

造
ら
ね
ば
な
ら
な
か

つ
泥
か
。
悪

魔

は

一
般
的
に
神

よ
り
も
優
勢
で
は
な

い
の
か
。

然
し
、
信
仰
が

こ
れ
ら
の
疑
問
に
先

行
す
る
。
そ
れ
は
人
間
の
願
望
を
最
も
楡
快
な
、
最
も
輝
か
し

い
方
法
で
成

就

さ
せ
る
ε
い
ふ
理
由
を
以
て
、
人
間
を
敷
喜

さ
せ
、
眩
惑

さ
せ
、
理
性

の
追

求
を
陶
酔
さ
せ

る
。
信
仰
は
説

明
し

な

い
。
信
仰
は
命
倉
す

る
。

マ
ホ
メ
ッ
ト
は
剣

を
把

つ
た
。
尤
も
紳
學

が

一
憾

は
説
明
す

る
。
然

し
紳
學

は
中
途
牢

端
な
學
問
だ
。
「
片
方
の
眼
で
天
國
を
夢
み
、
片
方
の
眼
で
俗
界
を
覗
く
」信
仰
ε
理
性
の
中
間
物
-

學
問
の
流
産

新
観
念
形
態
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宗
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で

あ

る
。

か

つ
宗

敷

の
本
質

は
信

仰

で
あ

つ
て
紳
學

で
は
な

い
。

信
仰
が
人
間

の
自
己
疎
外
ー

宗
数
を
形
成
す

る
。
紳
を
具
燈
化
し
至
善
に
す

る
π
め
に
、
人
間
は

ゼ
ロ
こ
な
り

極
悪
其
自
燈

こ
な

る
。

に
も
拘
ら
す
、
否
、
だ
か
ら
人
間
は
救

は
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

ゼ

ロ
を
プ
ラ
ス
に
す

る
も
の

は
奇
蹟

よ
り
な

い
。
奇
蹟
を
可
能
に
す

る
も
の
は
信
仰
で
あ
る
。
信
仰

に
於

て
は
、
願
望
す
る
も
の
は
存
在
し
、
要

求
す

る
こ
ご
は
實
現
す

る
。
死
後

に
於
て
、
天
上
に
於

て
い
あ
ら
う

冠
も
。
永
生
を
欲
す

る
の
は
、
永
生
を
信
す

る

か
ら
で
は
な

い
。
永
生

を
欲
す

る
か
ら
、
永
生

を
信
す

る
の
で
あ
る
。
存
在
す

る
か
ら
、
そ
れ

が
求
め
ら
れ

る
の
で

は
な

い
。
求
め
ら
れ

る
か
ら
存
在
す

る
の
だ
。
観
念
が
樹
象

か
ら
導

き
出
さ
れ
る
の
で
は
な

い
。
そ
の
逆

で
あ
る
。

思
…辮
哲
學

の
奇
術

の
様

に
。

人
間
は
不
滅
で
あ
ら
う
ε
す
る
。
す

る
ご
彼
は
不
滅
で
あ

る
。
彼
は
救
濟
者

を
欲
す

る
。
す

る
ご
救
濟
者
が
存
在

す

る
。
永
遠
な
澤
編

の
世
界
を
求
め
る
。
す

る
ご
天
國

が
存
在
す

る
。
1

百
圓
欲

し
い
ざ
思
ふ
。

ご
、
百
圓
得
ら

れ
る
。

こ
れ
は
不
可
能
だ
。
人
は
天
國

に
就

て

語
る
べ
き
で
あ
る
。
ー

「
信
仰
の
本
質

は
、
人
間
が

願
望
す

る
も

の
が
存
在
す
る
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
」
。

こ
の
こ
ざ
を

立
讃
す

る
も
の
が

奇
蹟

で
あ

つ
だ
。
奇
蹟
を
支

へ
る
も
の
は

ま
π
信
仰
で
あ
つ
花
。
此
庭

に

一
つ
の
循
環
が
あ
る
。
無
信
仰
者
に
奇
蹟
は
な

い
。
合

理
化
さ
れ
陀
奇
蹟

は
有
難
く

な

い
。
否
、
奇
蹟

で
は
な

い
。
奇
蹟
な
き
信
仰
は
夢
想
で
あ
る
。

然
し
奇
蹟

ざ
は
何
か
。
或
る
こ
ご
を
願
望
す

る
こ
ご
、
、
そ
れ
が
實
現
し
て
ゐ
る
こ
ご
、
の
、
超
自
然

的
同

一
。



「
一
つ
の
實
現
さ
れ
π
超
自
然
的
願
望
」
で
あ
る
。
奇
蹟

の
支
持
者
は
信
仰
で
あ
つ
だ
が
、
信
仰
の
支
持
者

は
願
望
ご

想
像
力
で
あ
る
。
こ
の
二
者
は
自
然

の
制
約
を
越
え

て

翔
け
る
。
そ
れ
は

萬
能
的
だ
。
「
主

に
能
は
ざ
る
こ
ご
あ

る

可
き
や
」
(
モ
ー
ゼ
)。
そ

の
う

へ
願
望

は
、
瞬
時
に
自
由
に
實
現
す
る
こ
ご
を
欲
す
る
。
見
よ
、
願
望
ε
同
じ
く
、

奇
蹟
は
自
由
に
か
つ
敏
速
で
あ
る
。
奇
蹟

の
威
力
は
、
想
像
力
の
威
力
で
あ
つ
陀
。
從

っ
て
奇
蹟
は
、
想
像
力

の
場

合

の
如
く
、
勢
作
無

し
に
願
望

に
契

ふ
か
ら
楡
快
で
あ
る
。

こ
の
快
戚
が
考
究
を
鈍
ら
せ
、
勢
苦

に
諦

ら
め
を
輿

へ

π
。
科
學

ご
實
践

ご
は
、
基
督
敷

が
生

々
ご

存
在

し
π
間
、
歪

め
ら
れ
て
ゐ
た
。
信
仰
は
、

地
上

に

於
て
、
科
學

ご
實
践

ご
に
よ
つ
て

實
現
し
得

ら
れ
る
も
の
を

否
定
し
て
、
之
を

天
上

に
於

て

肯
定

す
る
。
地
上
の
生
活
が
貧

溺

で
あ
る

程
、
紳

は
愈

よ

飽
満
し
、
天
國
は
盆
≧
豊
富

に
な
る
。
「
そ
こ
で
は
乞
食

が
百
萬
長
藩
で
あ
り
、
伍
長
が
皇

帝
で
あ
り
、
人
間
が

紳

で
あ
る
」
。
だ
が
、
思
索

ご
勢

働
ご
は

元
來
、
非
奇
蹟
的
ー
非
信
仰
的
-
無
紳

論

的

で

あ

る

o從

つ
て
信
仰
は
人
を
愚
昧
に
す
る
。
討
究

の
薗

由
を
認

め
な

い
。
本
質
的
に
コ

定

の
」
信
仰
だ
か
ら
。
何
人
も

こ

の

一
定
の
も
の
を
「
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
」
。
そ
れ
が

一
定

の
敷
理

こ
し
て
「
固
定
」
さ
れ
る
も
無
理
が
な

い
。
從

つ

て
保
守
的

で
あ
る
。
絶
え
す
「
異
安
心
」
ご
戦

は
ね
ば
な
ら
ぬ
ば
か
り
で
は
な

い
。
新
し

い
見
解
を
何
で
も
異
端

こ
し

て
斥

け
る
傾
き
を
も
つ
。
信
仰
は
除
外
的
だ
。

一
つ
の
命
題
の
み
が
眞

理
で
あ
り
、

一
つ
の
紳
だ
け
が
紳
で
あ
る
。
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他
は
誤
謬
、
異
端

で
あ
る
。
信
仰
は
内
部
に
於
て
人
間

の
本
質
を
疎
外
す
る
許
り
で
は
な

い
。
外
部

に
於
て
人
間
を

疎
外
し
だ
。
信
仰
は
蕪
涯
的
だ
。
蕪
涙
性
は
人
を
傲
慢
に
す

る
。
信
者

の
謙
虚
は
、
往

々
、
逆
立
し
π
不
遜

で
あ
つ

髭
。
地
獄
は
撰
ば
れ
だ
信

心
家

の
喜

び
を
高
く
す

る
。
回
敷
が
創
を
以
て
命
じ
陀
も
の
を
、
基
督
敷

は
地
獄

の
呪

ひ

を
以
て
強
制
し
把
o

從

つ
て
信
仰
は
岡
箏
的
だ
。
「
敏
會
は
全
権
を
以
て

異
端
者
を
腱
罰
し
陀
。

こ
の
腱
罰
は
信
仰
の

本
質
中

に
横
は

つ
て
ゐ
る
」
。
民
族
の
謝
立
は
失

は
れ
把
。
然

し
正
統

ご
異
端

こ
の
樹
立

が
激
化

し
π
。
後
者
は

民
族
的
な
饗
立
よ

り
も
蓬

か
に
狂
熟
的

で
あ
つ
陀
。
信
数
上

の
箏

は
、
軍
な
る
政
治
上
の
闘
孚

よ
り
も
根
づ
よ
く
悲
鰺

で
あ

つ
だ
。
信

仰
は
熟
烈
で
あ
る
程
、
排
他
的
だ
。
排
他
は
憺
悪

こ
な
り
、
愴
悪
は
追
害

こ
な

る
。
信
仰
は
幾
度

か
隊
洲
の
歴
史
を

血

に
染
め
陀
。
信
仰
は
惨
虐
的
で
あ
る
。
良
心
の
苛
責

の
代

り
に
、
神

の
保
謹
を
持

つ
が
故

に
。
悪
魔

の
登
現
、
神

に
叛
く
も
の
を
迫
害
す

る
に
何
の
躊
躇

が
要

る
で
あ
ら
う
。

然
し
、
悪
魔

り
存
在
を

否
定
す

る
こ
ご
は
、
神

を
否
定
す

る
こ
ご
で
あ
る
。
「
害
悪

の
根
源
を

自
然
科
學
的
、
人

間
學
的
に
説
明
し
始

め
る
者
は
、
有
盆
な
も
の
、
紳
的
な
も
の
、
本
質
を
も
同
じ
方
法

で
説
明
す
る
で

あ

ら

う

か

ら
」
。
悪
魔
は
棘

ご
同
じ
く
、
信
仰

の
論
理
に
無

く
て
は
な
ら
ぬ
契
機

で
あ
る
。
信
者
は
紳

に
威
謝
す
る
。
人
間
に

は
戚
謝
し
な

い
。
腺
き
人
身
供
犠

が
季
氣
で
行
は
れ

る
の
に
不
思
議
は
な

い
。
信
者
は
悪
魔
を
迫
害
す

る
。
然
し
人

間
を
迫
害
し
な

い
。
舜
析
好
き
な
信
者
よ
。
序
で
に
人
間
か
ら
悪
魔

を
分
離

し
て
迫
害
す

る
が

い
、
。
信
仰
は
愛
に



矛
盾
す

る
諸
事
を
爲

し
ご
げ
詑
。

信
仰
ご
愛

ご
が
具
艦
的

に
結
合

さ
れ
だ
も
の
は
救
世
圭
で
あ
る
。
神

の
人
間
化

で
あ
る
。
入
間
の
み

人

間

を

知

る
。
神
が
入
間
を
愛
す
る
π
め
に
は
、
彼
自
身
人
間
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「
同
情
は
岡
等

の

本
質
を
前
提
ε

す

る
」
。
人
膿
享
受

は
、
神

ご
人
こ
の
此

の
相
等
性
を
語

る
。
救
世
圭

は
、
神

が
入
間
の
心
情

に
敏
威
な

こ

ご
の
謹

左
。
「
人
間
に
鍬
す
る
神

の
愛

の
、
疑

ひ
な
き
確
實
性
」
以
外

の
何
物
で
も
な

い
。

一
般

に
、
信

仰
を
保
謹
す

る
も
の

こ
し

て
奇
蹟

が
あ
つ
π
が
、
之
で
は
ま
だ
不
充
発
で
あ
り
、
實
際
所

り
が
聴
か
れ
る
か
ど
う
か

や
疑
は
れ
だ
巴
す
れ

ば
、
基
督
敷

の
辟
刀頭

に
は
、

そ
の
充
足
の
確
實
性
、
救

世
主

が
立

つ
。
彼
は

「
圭
観

の
全
能
、

一
切

の
束
縛

ε
自
然

の
法
則
か
ら
放
元
れ
陀
心
情
、
心
情

の
凡
て
の

願
望

の
實

在
」
。
そ
し

て
如
何
な

る
障
害

の
中

に
も
實
現
さ
れ
る
救

濟

の
確
實
性
で
あ
る
。
最
大
の
苦
難

ざ
最
大

の
勝
利
ご
が
、
救
世
主

に
於

て
結
合
さ
れ
る
。
救
世
圭
は
基
督
激
の
柱

石
で
あ
り
、
生
命

の
泉

で
あ
つ
把
。

信
仰

に
依

て
實
燈
化
さ
れ
だ
愛
。

こ
れ

が
基
督
で
あ
る
。
愛
は
基
督

の
根
撮
、
基
督
は
「
派
生
的
な
愛
」
で
あ
る
。

基
督

が
愛
の
唯

一
の
根
源

で
も
発
配
者
で
も
な

い
。
「
基
督
が
我

々
を
愛
し
π
が
故

に
、
我
々
は
相
互
に
愛

し

な

け

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
い
ふ
の
は
、
虚
飾
的
、
摸
倣
的

な
愛
で
あ
る
」
。
斯

る
他
律
性

の
う
ち

に

信
仰
に
制
約
さ
れ

る
愛

の

病
弊

が
潜
ん
で
ゐ
る
。

.
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信
仰
が
疎
外
し
だ
入
間
の
本
質
を
再
び
人
間

ご
結
合
す

る
も
の
は
愛

で
あ
る
。
愛

に
よ
つ
て
人
は
自
己

の
本
質

へ

還

る
。
愛

の
主
僻
は
も
ご
も

ご
紳
で
は
な
く

て
人
間
で
あ
る
。
「
信
仰
は
無
愛
情

的
」
、
「
愛
は
無
信
仰
的
」
だ
。
此
の

灘
立
原
理
を

一
つ
の
も

の
ε
し
て
見

る
こ
ご
が

基
督
激

の
特
性
ー

欺
瞳

で
あ
る
。
「
紳
が
愛

の
故

に

薗
勢
を
放
棄

し
牝
榛

に
、
我

々
は
愛

の
故
に
紳

を
棄

て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
。
愛
は
内
部
に
於
て
人
間
ご
彼

の
本
質

ご
を

結
合
す

る
許
り
で
な
く
、
外
部

に
於

て
人
間
ご
人
間

ご
を
結
合

す
る
。
信

仰
は
自
分
の
幸
幅

に
、
愛
は
他
人

の
幸
幅

に
關
心

す

る
。
「
愛
は
信
仰
が
人
間

の
心
臓
に
與

へ
る
傷
を
癒

や
す
」
。
愛

に
は
敵

が
無

い
。
異
端
が
無

い
。
罪

に
於

て
も
徳

を
見
出
し
、、
誤
謬

の
内

に
も
眞
理
を
見
る
。
無
私
で
あ
り
、
李
等

で
あ
り
、
普
遍

的
で
あ
る
。
理
性
が

無

私

で

あ

り
、
李
等

で
あ
り
、
普
遍
的
で
あ
る
檬
に
。
眞

の
愛
は

理
性
的
だ
。
理
性

に
洗

は
れ
ぬ
愛
は

戚
傷
で
あ

る
。
「
理
性

の
支
配
す
る
所

に
の
み
、
普
遍
的
愛

が
支
配
す
る
。
理
性
其
者

が
普
遍

的
愛
に
外

な
ら
ぬ
。
信
仰
が
地
獄
を
見
出
し

π
の
で
あ
つ
て
、
愛

が
で
は
な
く
、
理
性
が
で
は
な

い
。
愛

に
巴
つ
て
は
嫌
な
も
の
、
理
性

に
ご
つ
て
は
不
合
理
だ

か
ら
」
。

軍
純

に
愛
で
あ
れ
ば
宜
し

い
。
基
督
敷
的
愛
は
、
そ
の
修
飾

を
放
郷
し
て
、
軍
純

に
愛
を
最
高

の
規
範

こ
し
な

い

限
り
、
そ
の
不
合
理
性

の
π
め
に
「
眞
理
探
究
の
心
を
侮

蔑
す

る
愛
」
こ
な
り
、
そ
の
除
外
性

の
π
め
に
「
愛
の
本
質

ご

矛
盾

に
陥

る
愛
」

こ
な

る
。
愛
は
軍
純

に
愛
す
る
こ
嫁
に
於

て
悦

び
を
見
出
す
。
報
酬
を
求
め
な

い
。
欝
號

も
権
威



も
要
ら
な
い
。
自

足
的
だ
。
無
神
論
的
だ
。
「
人
間
の
本
質
に
於
け
る
統

一
性
自
燈
」
で
あ
る
。
萬
有
を
人
間

の
本
質

ご
合

一
さ
せ
る
叡
智
的
活
動
で
も
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
は

「
紳

に
野
す
る
人
間

の
知
的
愛
は
、
紳

が
彼
自
ら
を
愛
す

る
愛
の

一
部
だ
」

ざ
言

つ
π
。
神

は

ス
ピ

ノ
ー
ザ
で
も
人
間
の
本
質
に
外
な
ら
な
か
つ
セ
。
彼
は
観
念

論

を

斥

け

だ
。
彼

の
哲
學
は
存
在
論
的
だ
つ
に
。

ス
ピ

ノ
ー
ザ
は
近
世

に
於
け
る
無
紳
論

の
租
、
人
間
學

の
先
騙

で
あ
つ
π
。

「
自
然
が

ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
於
て
神

ご

呼
ば
れ
て
ゐ
る
に
し
て
も
、

こ
の
紳

の
属
性

の

一
つ
は

延
長
性
で
あ
る
。
観
念

論

か
ら
の
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
根
本
的
差
異
は
、
ま
さ
に
此
虜

に
あ

る
の
だ
」
。

簡
軍

に
、

ス
ピ
ノ
ー
ザ

ご
此

の
人
間
學

こ
の
つ
な
が
り
を

一
瞥
し
や
う
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
我

々
ご
結
合
す
る
第

一

の
特
色
は
、
彼

が
外
部

の
世
界

の
存
在
を
肯
定
し
π
こ
ご
だ
。
彼

の
哲
學
は
直
観
圭
義

で
あ
つ
た
。
思
辮
哲
學

の
様

に
生
産
的
で
は
な
か
つ
た
。
我

々
は
饗

に
思
辮
哲
學

の
方
法
が
、
紳
學

の
影
響
下
に
あ
る
ご
言

つ
泥
。
之
は
夙

に
ス

ピ
ノ
ー
ザ
が
指
摘
し
て
ゐ
る
。
「
彼
ら
は

雲
魂

が
軍
に
そ
れ
自
身
の
カ
に
よ
つ
て
、
威
畳
し
、
観
念
を

造
り
だ
す

ご

言

ふ
。
だ
が
そ
れ
は
、

こ
れ
ら
の
も

の
が
事
物

の
戚
畳

で
も
観
念
で
も
な

い
こ
ご
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
彼

ら
は
幾
ら

か
雲
魂

を
疎

ご
し

て
考

へ
る
」
(
「
悟
性
改
革

に
關
す
る
論
述
」
第

二
)
。

人
間
學

は
自
然

の
合
目
的
性

を
否
定
し
π
が
i

「
普
通

に
自
然

の
合

目
的
性

こ
し
て

把
握
ざ

㊨
る
も
の
は
、
現

實

に
於

て
は
、
世
界

の
統

一
、
原

因

ε
結
果

巴
の
調

和
、

薗
然

に
於

け

る
凡

て

の
も

の
が
そ

の
中

に
存
在

し
、
作

用

新
観
念
形
態
に
於
る
宗
数
否
定
と
灘
(
二
)

七
五



新
観
念
形
態
に
於
る
宗
教
否
定
と
灘
(二
)

七
六

し
、

一
者
は
他
者
を
負

ひ
、
豫
定

す
る
こ
い
ふ
聯
關

噌
般

に
外
な
ら
な

い
」
1
ー

ス
ピ
ノ
ー
ザ
も

同
様

で
あ
つ
詑
。

之
が
第
二
の
特
色

で
あ

る
。
或

る
人
は
言

つ
π

「
こ
の
自
然
科
學

(
十
八
世
紀

の
)
が
登
り
つ
い
陀
最
高

の

一
般

思

　

想
は
、
自
然

の
秩
序

の
合
目
的
性

の
思
想
で
あ
り
、
李
板
な
ウ
オ
ル
フ
の
哲
學
で
あ
つ
π
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
猫
は
鼠

を
喰

ふ
π

め
、
鼠

は
猫
に
喰

は
れ
る
π

め
、
ま
陀
全
自
然
…は
造
物
士
⊥
の
叡
智

を
謹
明
す
る
把
め
に
造
ら
れ
把
も
の
で

あ
る
。
然

る
に
當
時
の
哲
墨
・が
、
當
時

の
自
然
認
識

の
立
揚
に
よ

つ
て
迷
は
さ
れ
な
か

つ
π
こ
ご
、
そ
れ

が

ス
ピ
ノ

　

も

　

あ

も

あ

も

も

も

　

も

も

も

ー
ザ
か
ら
偉
大
な

フ
ラ
ン
ス
の
唯
物
論
者
達

に
至
る
ま

で
、
世
界
を
そ
れ
自
身
か
ら
説
明
す

る
こ
ご
に
固

執
し
、
將

來

の
自
然
科
學

に
樹
し
て
、
存
在

理
由
を

提
供
し
π

こ
ご
は
、
そ
れ

の

最
高

の
名
轡

で
あ
る
」
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
、

薗
然
の
研
究

に
於
て
も
、
醗
會

の
研
究

に
於
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
因
果
の
範
疇
を
以
て
す

べ
き
こ
ご
を
敷

へ
π
。
そ
し

て
随
所

に
終
局
原
因
を

見
出
さ
う
こ
す

る
哲
學
者
を
わ
ら
つ
π
。
「
例

へ
ば
、
石
が
屋
根

か
ら
誰
か
の

頭

へ
落

ち

て
、
彼
を
殺
し
把

こ
す

る
。
彼
は
次
の
標

に
し
て
、
石
が
人
を
殺
す
だ
め
に
落

ち
π
こ
ご
を
讃
明
す
る
。
帥
ち
、
石

が
棘

の
意
思
に
よ
つ
て
、

こ
の
目
的
の
だ
め
に
落
ち
な
か
つ
π
こ
す
れ
ば
、
ど
う
し

て
正
に
、
か
く
も
多
く

の
事
情

が
、
偶
然

に
合
致
す
る
の
か
、
云
々
」
(
倫
理
學
、
第

一
部
、
追
加
)
。
紳

の
意
志

は
、

ス
ピ

ノ
ー
ザ
に
よ
つ
て
、
「
無

智

の
避
難
所
」
ご
呼
ば
れ
乾
。

そ
こ
で
第
三
の
特
色
は
、
彼

の
無
神
論
で
あ
る
。
宗
敷
は
理
性
を
除
外
す
る
。
實
践

的
債
値

し
か
も

つ

て

ゐ

な

い
o

そ
し
て

権
勢

の
蓮

具
ざ
し
て
榮
え

て
き
だ
。
「
入

々
が
恰
も
自
分

の

救
濟
め

泥
め
で
あ
る
か
の
様

に
、
自
分

の



隷
厨

の
π
め
に
、
戦

つ
陀
り
.

ま
π

一
人
の
人
間
の
名
聲
の
π
め
に
、
水
や
柱
を
消
す

る
こ
ε
を
、
恥
辱
だ

こ
思
は

な

い
で
、
最
高

の
名
碁
だ

こ
思

つ
陀
り
す
る
榛

に
、
彼
ら
を
欺
隔

の
中

に
保
持
す

る
こ
ご
、
ま
π
彼
ら
を
制
禦
す

べ

き
こ
の
恐
怖
を
、
宗
敷
の
美
名

の
も

こ
に
隠

す
こ
ご
が
、
上
層

の
最
後

の
秘
密

で
あ
り
、
叉
全
く
そ
れ
の
利
盆

こ
す

る
こ
ご
で
あ
る
に
し

て
も
、
自
由
な
國
家

に
於

て
は
、

之
よ
り
不
幸
な
こ
ご
は
無

い
。
偏
見

に
よ
つ
て
各
人
の
自
由

な
判
断
を
奪

ふ
こ
ε
、
何

ご
か
し
て
そ
れ
を
制
限

さ
せ
る
こ
ご
は
、

一
般

的
薗
由

に
全
く
惇

る
か
ら
だ
」
(
「
神
學
政

治
論
」
憲
二
)。

從

つ
て
第

四
の
特
色

は
彼

の
自
由
思
想
で
あ
る
。
上
掲

の
著
述
が
無
神

論
の
理
由
を
以
て
、
彼
を
迫
害
す

る
背
後

の
原
因
を
與

へ
π
。
彼
は
そ
れ
に
於
て
、
宗
敷
的
偏
見

こ
戦

つ
沈
許

り
で
な
く
、

之
ご
結
合
し
陀
當

時
の
専
鋼
圭
義

を
糾
弾
し
陀
。
そ
れ
が
時
の
上
學

の
敷
授
達
を

不
快

に
し
陀
。
「哲
學

の
自
由

に
關
す

る

我
慢

の
で
き
ぬ
暴
戻
な
著

作
」
「
途
轍
も
な

い
自
負

に
よ
つ
て
盲
目

に
な

つ
π
背
沸
者

ス
ピ

ノ
ー
ザ
」
等

の
誹
誘

が
加

へ
ら
れ
π
。

ラ
イ
プ

ニ
ッ

ツ
は
、

そ
の
主
要
な
誹
誘
者

の

一
入
だ
つ
π
。
然

し
常

に

ス
ビ
ノ
ー
ザ
の
心
底
を
流
れ

て
ゐ
π
も

の
は
、
そ
の
清
朗

な
入
間

へ
の
愛
着
で
あ
つ
だ
。

從

つ
て
第

五
の
特
色

は
彼

の
人
間
學

も
し
く
は
倫
理
親
で
あ
る
。
「
入

々
が
そ
の
存
在
を

維
持
す
る
泥
め
に

望
ま

し
い
こ
ざ
は
、
み
ん
な

の
精
紳

ご
肉
禮

ご
が
、

一
様

に

一
個
の
精
紳

ご
肉
髄
を
成
す
程

に
皆
が

一
致
す

る
こ
ご
、
皆

が
出
來

る
だ
け
そ
の
存
在
を
維
持
す

る
こ
ご
、
皆

が
皆

に
必
要
な
も
の
を
求

め
る
こ
ご
、

こ
れ
程
よ
い
こ
ご
は

一
つ

新
狸
念
形
態
に
於
る
宗
敏
否
定
と
輝
(
二
)

七
七



、
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念
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敏
否
定
と
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(
二
)

七
八

も
な
く
、

こ
の
事

か
ら
生
す

る
結
論
は
、
理
性

に
導

か
れ
る
人
間
、
即
ち
理
性

の
指
導
に
從

つ
て
自
分
ら

の
利
盆
を

求
め
る
人
間
は
、
他
人

に
ε
つ
て
望
ま
し
く
な

い
こ
ご
は
、
自
於
も
努
力
し

や
う

ご
し
な
い
こ
ご
だ
」
(倫
理
學
、
第

四
飾
、
十
八
)。
「貧

民
の
世
話
は
全
肚
會
の
義
務
だ
し
(
同
、
附
録
十
七
)
。
彼

の
倫
理
観
は
功
利
圭
義

ご
快
樂

王
義

ご
を
含

ん
で
ゐ
だ
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
「
倫
理
學
」
は
上
述

の
特
色
を
以

て
展

開
さ
れ
π
新
し
き
生
活
型
態

へ
の
基
礎
付
け
の
試
み
で
あ
つ

π
。
此
等

の
關
係
か
ら
、
わ
が
人
間
學

の
圭
唱
者
は
「
濁
逸

の
ス
ピ
ノ
ー
ザ
」
ε
呼
ば
れ

「
自
然
を
紳

こ
し
て
崇

め
る

こ
ご
を
や
め
π
、
又

ヘ
ー
グ

ル
學
涙
を
維
て
き
槌

ス
ピ
ノ
ー
ザ
」
ご
呼
ば
れ

把
。
彼
自
身
も
告
自
し
π
、
「
吾

々
は

ス

ピ
ノ
ー
ザ
ま
義
を
、
も
し
く
は

汎
騨
論
を
有
す

る
」
。
汎
神
論
は
物

の
世
界

の
存
在
を

肯
定
す

る
。
物
自
禮

が
観
念

論
哲
學

に
於

て
極
限
概
念
だ
つ
把
様

に
、
物
質
は
神
學

に
ご
つ
て
桶
限
概
念
で
あ
つ
π
。
然
し
人
は
、
物
質
乃
至
世

界

の
否
定

か
ら
、
ど
う
し
て

「
物
質

の
世
界

を
、
而
も

神
學

に
抗
し
て
引

き

出
す

こ
ご
が
で
き
る
か
」
。
元

い
そ
れ

は
、
紳
自
身
が
物
質
的
規
定
を
有
つ
ご
さ
れ

る

時

に

可
能

で
あ
る
。
「
汎
紳
論
は
、
有
紳
論
ご
無
棘
論
ご
を
-

沸

ε
紳

の
否
定

ご
を
結
合
す

る
。
紳
は
物
質
的
存
在

で
あ
り
、

ス
ピ

ノ
ー
ザ

の
言
葉
を
借
り
て
言

へ
ば
、
延
長
あ
る
本

質
で
あ
る
」
。
汎
神
論
は

「
紳
學
的
無
神
論
」
「
繭
學
的
唯
物
論
」

だ
。
「
宗
敷
哲
學
的
原
理
に
ま
で
高

め
ら
れ
陀
、
近

世
の
本
質
」

で
あ
る
。
反
神
學

的
、
反
観
念
論
的
-

人
間
學

的
、
唯
物
論
的
。

こ
れ
が
近
世
の
特
色

で
あ

つ
π

か

ら
。

ス
ピ

ノ
ー
ザ
は
近
世

の
唯
物
論

に
關
し
て
、
「
少
く
ε
も
彼

の
時
代

に
あ
つ
て
は
、
眞
な
る
哲
學
的
表
現
」
を
試



み
π
「
近
世
の
無
神
論

ご
唯
物
論
ご
の
豫
言
者
」
ご
呼
ば
れ
陀
。

さ
て
、
我

々
の
宗
敏
批
判
を
以
て
、
宗
敷
は
無
意
味
な
幻
想
だ

こ
漸
定
す
る
も
の
、

ε
見

る
の
は
誤
解
で
あ
る
。

宗
敷
は
人
間
意
識
の
必
然
的
な
襲
展
段
階

で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
登
生
當
時

に
於
て
は
、
各

々
入
間
性

の
内

に
根
擦

を
も
ち
、

一
定

の
人
間
的
要
求
を
充
π
し
把
、
杜
會
的
意
識

の

一
型
態
で
あ
る
。
我

々
は
こ
の
意
識
型
態
を
人
間
學

的
方
法
を
以
て
解
鐸
し
だ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
に
あ
る
意
識
學
的
不
備

ご
自
己
憧
着

こ
を
指
摘

し
把
。

か
く

て
精
騨
宗
敷
は
自
己
を
止
揚
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
北
。
自
然
宗
敷
か
ら
基
督
敷

へ
の
登
展
が
あ
り
、
基
督
敷

の
中

に

も
登
展
が
あ
つ
陀
様

に
1

奮
敏
か
ら
新
敷

へ
の
推
移
は
、
神

の
陀
め
の
宗

敏
か
ら
、
人
間
の
た
め
の
宗
敷

へ
の
推

移
で
あ
つ
陀
i

い
ま
や
基
督
敷
か
ら

の
登
展

が
必
要

こ
な

つ
π
。
之
を
行

ふ
も
の
は
人
間
學

で
あ
る
。

人

間
學
は
彼
岸
の
救
濟
を
此
岸
の
そ
れ
に
代

へ
る
。
人
間
が
彼

の
本
質

ご
制
約

ざ
を
自
畳

す
る
時
、
そ
し
て
そ
れ

以
上
ま
乾
は
以
外
の
も
の
で
あ
ら
う
ε
欲
し
な

い
時
、
彼
は
現
實

に
於
て
「
完
結
的
な
完
全
な
人
間
」
で
あ
り
、
彼
岸

に
封
す

る
信
仰
が
無
く
な
り
、
死
も

亦
人
間
の
任
務
、
本
性

に
属
す
る
こ
ご
を
知

る
。
「
人

間
的

に

君
が
死

に
於
て

自

己
の
最
後
の
任
務
を
果
す
ご

い
ふ
意
識
を
以
て
死

ぬ
こ
ご
は
、
從

つ
て
死

ご
和
李

こ
の
中

に
死
の
こ
ご
は
、
震
の

最
後
の
願
ひ
で
あ
り
、
目
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
」
。
「
生
活
の
財
寳
を
享
樂
し
、
そ
の
害
悪
を
出
來

る
だ
け
除
表
せ

よ
。
生
活
は
現
在
あ
る
も
の
よ
り
も
、
地
上
に

於
て
、
よ
り
良
く
す

る
こ
ご
が
で
き
る
こ
ご
を

信
せ
よ
」
。
地
上
の

新
襯
念
形
態
に
於
る
宗
敷
否
定
と
揮
(二
)

七
丸



新
観
念
形
態
に
於
る
宗
教
否
定
と
藤
三
)

入
o

害
悪
を
除

く
も
の
は
、
そ
れ

の
絶
滅

に
向

ふ
實
践
的
意
志
で
あ
る
。
手
を
胸

に
あ
て
、
、
天
上

の
裁
判

に
任

せ
る
所

疇

で
は
な

い
。
「
彼
岸

に
つ
い
て
の

信
仰
を
生
み
だ
し
兜
愛

は
、
病
人
を
そ
の
死
後
に

治
療
し
、
飢
渇
者

が
く
π
ば

つ
て
し
ま
つ
沈
後
に
救
助
す
る
愛
で
あ
る
」
。

彼
岸

へ
の
愛
を
噺

念
せ
よ
。
そ
し
て
生
け
る
人
間
の
π
め
に
懸
念
せ
よ
。
自
然
は
人
間

に
食
欲

ざ
享
樂
欲

ご
を
、

即
ち

「
幸
幅
衝
動
」
を
李
等

に
與

へ
π
。
そ
れ
は
生
活

の
前
提

か
つ
土
塁

で
あ
る
。
從

つ
て
道
徳
の
根
祇

で
も
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
幸
幅
な
き
道
徳
は
、
無
意
味
な
言
葉

に
す
ぎ
な

い
」
。
映
乏
は
唯
物
論
者
。
贅
澤
は
観
念
論
岩
で
あ

る
。
道
徳
的
禮
系
は
良
き
物
質
的
基
礎

の
上
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
生
活

に
必
須
な
物
質
的
基
礎
を
奪

は
れ
て
ゐ

る
者
に
は
、
遣
徳

に
至
る
何
の
根
底
も
素
材
も
無

い
。
「
道
徳

の
完
成
を

保
謹
せ
ん

こ
す
る
な
ら
ば
、
先
づ
そ
の

途

上

に
横
は
る
物
質
的
障
害
を

無
く
す

べ
き
で
あ
る
」
。
生
存
要
求

へ
の
ア
ン
チ
プ
ー

ゼ
は
、
ま
π

道
徳

へ
の
ア
ン
チ

プ
ー
ゼ
だ
。
軍
な
る
義
務

の
爲
珍

の
倫
理
は
、
道
徳
を
幸
幅

か
ら
分
離
し

て
考

へ
る
こ
ビ
が
出
來

る
裕
輻
な
入
蓬

の

倫
理
で
あ
る
。
理
想
圭
義

の
倫
理
學

が
、
生
活

に
脅
か
さ
れ

る
者

に
、
忍
耐
ご
犠
牲

ご
を
激

へ
て
き
陀
。

カ
ン
ト
が

そ

の
倫
理
學
を
、
上
層

の
敷
授
達
の
陀
め
に
書

か
な
い
で

「
日
傭
…人
や
樵
夫
や
農

民
や
職
入
の
陀
め
に
」
書

い
π
な

ら
、
ど
ん
な
に
よ
か
っ
花
か
。

煩
蹟

に
し
て
上
品
な
道
徳
學
を
棄

て
よ
。
軍
純
に
直
接
な
人

ざ
人

こ
の
結
合

に
行

け
。
第
三
者
の
概
念
に
よ

つ
て

そ
れ
を
齪
す
な
。
愛

は
仲
介
者
を
要
し
な

い
。
人
間
の
忙
め
に
人
間
を
愛
す
る
も
の
、
人
間
の
本
質
的
な
愛

に
自
己



を
合

{
さ
せ
る
も
の
は
「
基
督
を
基
督
起
ら
し
め
把
こ
ご
」
を
行

ふ
。

そ
の
時

「
基
督
は
彼

の
愛

の
本
質
を
滑
失
す

る

こ
ご
な
く
し
て
消
滅
す

る
」
。
我

々
は
神
學
を
人
間
學

に
引
き
下
げ

る
こ
ご
に
よ

つ
て
、
人
間
學
を
紳
學

に
高

め
陀
。

「
人
尚
は
入
間
に
ご
つ
て
最
高

の
本
質
で
あ
る
」
。
此
虜

に
世
界
吏
の
轄
向
黙

が
あ
る
。
新

し
き
時
代
が
始

ま
る
。
そ

こ
で
は
奮
き
思
辮
哲
學

ご
神
學
ご
が
不
要
に
な

る
。
薪
し
き
時
代
は
、
新
し
き
世
界
観

を
、
新
し
き
宗
敷
を
要
求
す

る
。
救
濟
敷

の
本
質
は
信
仰
で
あ
つ
把
。
入
間
の
本
質

は
愛

で
あ
る
。
愛

を

信
仰

か
ら
切
り
離

せ
。

「
紳

に
甥
す

る

愛

の
代

り
に
、
人
間

に
甥
す

る
愛
を
、
唯

一
の
眞
實
な

宗
敷
こ
し
て
定
立
せ
よ
」
。
図
亀
σq
理
。
は
も
ご
く

結
合
を

意

味

し

だ
。

人

間

ご
人

間

こ
の
流
接

の
結
合
。

こ
れ

が
新

し
き
宗
激

の
指

標

で
あ

る
。
H
ω9
蝕

8

冒

身
津
。ま
。。ω
碧

α

罠
a

翼

剛o
P

8
ヨ
ヨ
巷
芽

冨

津
①a
o
ヨ

ρ
巳

ぎ
臣
昏

図
・

寓
碧

ξ

ゲ
ぎ

琶

=
。。
げ
二
呼
ヨ
碧

脚
目
§

鼠
爵

ヨ
9
p

爵
。
¢
β
ぞ

o
h
H
睾
儀
↓
ゲ
o
～

{ω
.Ω
o
α
・

・

一
切

の
科
學

は
、
專

ら
斯

る
指

標

に
向

つ
て
、

入

間

ご
人

間

ε
の

よ
き
結
合

を
、

最
も

有

敷

に

實

現

し
、
擁

護

し
、

援
大

す

る
π

め
に
行

使

さ
れ

ね
ば

な

ら
な

い
。
科

學

を
入

間

の
手

に
返

せ
。

人
聞

の
否

定

の
π

め

の

科

學

か

ら
、

人

間

の
肯

定

の
陀

め

の
科

學

へ
。

人

間

が
人

間
を

手
段

に
す

る
だ

め

の
科
學

か
ら
、

入

間
が
人

間
を

目
的

こ
す

る
把

め
の
科

學

へ
。

こ
れ

が
新

し
き
科

學

の

目
標

で

あ

る
。

ラ
イ

ソ
河

に
浮

ぺ
ら
れ

π
船

が

、
自

然

に
海

へ
達
す

る

檬

に
、

人

性

に
随

順

し

て
科

學

を
追
究

す

る
者

は
、
自

然

に
眞
理

へ
達

す

る
で

あ
ら

う
。
然

る
に

「
科
學

が
眞

理
を

實
現

せ
ん
こ
す

る
や
、
科
學
は
察

の
客
禮

こ
な
る
。
1

察
は
眞
理
ご
科
學

ご
の
限
界
を
な
し

て

ゐ

る
」
。
人
間
學

新
翻
念
形
態

に
於

る
宗
敏
否
定
と
暉
(
二
)

入

一



新
観
念
形
態
に
於
る
宗
敏
否
定
と
暉
三
)

八
二

の
眞

理
を
實

現
す

る
把
め

に
、

先

づ
「
政

治
が
我

々
の
宗

敏

で
あ
ら

ね
ば

な
ら

漁
」
。

政
治

以
外

の
も

の
は

私
事

で

あ

る
。

新
し

き
宗
敷

は
、

先

づ
政
治

を
通

し

て
、

人

間

の
理
論

的
要

求

ε
、
實

践

的
要

求

こ
の
調

和

を
圖

り
、
人

間

の

よ

き
精

棘

的
要

求

ご
、

よ

き
物

質

的
條

件

こ

の
合
致

の
セ

め

に
努
力

す

る
。
精
神

の
家
庭

主
義

に
、

物
質

の
家

庭

主

義

が
結
合

さ
れ

ね
ば

な
ら
な

い
。

「
人

間
は

宗
敷

の

端
初

で
あ
り
、

人

間
は
宗

激

の
中
瓢

で
あ
り
、

人

間
は
宗

敷

の

終

局

で

あ

る
」
。

Ω
o
山
!毒
。。
ヨ
団
即
簿

夢
o
=
σq
}μr
閃
Φ
霧
9
ρ
〆毒
。。
B
団
。。。
8
p
α
・
旨
p
p
B
団
島

醜α
9
コ
山
一9
ω呼
島
○
=
σq
げ
幹

然

し
、

上
述

の
宗

敷
批

判
も
、

十
九

世

紀
後
宇

の

一
思

想

に
よ

つ
て
、

克
服

さ
れ

花
。
尤

も
彼

の

入

間

學

が
、

一
、

意
識

形
態

を
批

評
す

る
に
當

つ
て
、

之
を

そ

の
現
實

の
地
盤

へ
解

消

せ

ん

こ
し

把

こ

ご
。

二
、

精

棘

ご
自

然

こ

の
二
元

観

を
克
服

せ
ん

こ
し

花

こ
ご
。

三
、
精

棘

物

理
學

(℃
QD団
oプ
○
ー℃
げ
楓
ω一パ
)
的
傾

向
を
持

つ
て
ゐ

た

こ
ご
。

例

へ

ば

、
日
汀
①
p
Φ
毛

℃
ぼ
δ
ω
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や
ゴ
《
ヨ
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ω
ヨ
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。ξ
α
営
σq
壼
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お

器

夢
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σ
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ω冨

O
h
ヨ
9
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9
ρ①

¢
コ
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一

9
コ
儀

ぼ
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冨
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9
09

0
h
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○
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ξ
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レ
暮
貯
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℃
o
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σQ
ざ

ぎ
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亀
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喝
ξ

ω門○
δ
⑳
ざ

凶。。
け冨

§
貯
。δ
巴

ω。
凶①5
。Φ
・
.
四
、

存

在

辮
謹

法
的
、
存

在
史

観

的

な
傾

向

を
持

つ
て
ゐ

陀

こ
ご
。

例

へ
ば

「
私

は
思

想

か
ら
封
象

を
産

出

し
な

い
で
、

反

封

に
、

思

想
を

封
象

か
ら
産

出

さ
せ

る
。

だ

が
醤

象

は
、
頭

の
外

に
存

在

す

る
物

で

あ

る
」
「
私

の

あ
の
著
述

の
思

想

は
、
本

來
、

思
想

で
は
な

く
、
封

象

的
な
生

き
セ
ヌ

は
歴
史

的
な
事
實

で
あ

る
」
「
私

は
セ

や
實

践

哲
學

の
領
域

に

於

て
の
み
、

槻

念
論

者

で
あ

る
」
。

五
、

か

の

寓
§

凶ω
け冨

窪
σq
冨
鴇

。ω
ωΦコ
。
Φ
叶・

旨
鎖
p

こ

い
ふ
言

葉

は
、

人

間
至



上
主
義
的
な
意
味

も
含

ん
で
ゐ
忙
が
、
同
時

に
、
支
配
被
支
配

の
観
念
に
も
關
係

し
て
ゐ
把
。
ー

殊

に
晩
年
の
彼

は
甚
だ
非
観
念
論
的
で
あ
つ
彪
。
然

し
彼

が
此

の
傾
向

に
目
畳

め
だ
だ
き
、
彼
は
既

に
生
理
的

に
鯨
力
を
失

つ
て
ゐ

た
。
i

後
縫
者
は
此
の
言
葉
を
全
く
後
の
意
味
に

使

つ
π
。
「
濁
逸
の

唯

一
の
實
践
的
に
可
能
な
解
放
は
、
人
間

を
人
間
の
最
高

の
本
質
だ

ε

宣
明
す

る
見
地
に
於
け
る

解
放

で
あ
る
」
。
六
、

か
う
し
π
立
場
か
ら
、
観
念
論
哲
學

ご
棘
學
ざ
の
關
係
を
指
摘
し
、
哲
學
を
紳
學

か
ら
切
り

離

し
π
こ
ざ
。
そ
し

て
、
七
、

「
神

が
自
外
に
似

せ
て
人
間

を
作

つ
把
」
ご
い
ふ
傳
統
的
思
想
を
否
定

し
て

「
人

間
が
自

分
に
似

せ
て
神

を
作

つ
セ
」
こ
い
ふ
考

へ
方

に
、
具
禮
的

な
系
統
を
與

へ
、
且

つ
、
八
、
彼
岸

に
樹
す

る
希
望
を
、
此
岸

に
樹
す

る
希
望
に
置
き
代

へ
、
曾

て
は
輩
な

る
虚
榮

ご
思
辮

こ
の
問
題

に
す
ぎ
な
か
つ
π
無
紳
論
を
、
無
産
者
の
π
め
の
問
題

に
し
π
こ
ご
。
な
ど
は
、

そ
の
態
度
乃
至

方
法

に
於
て
、
内
容

に
於

て
、
ヌ
は
企
圖
に
於

て
、
そ
の
後
継
者
達
に
戚
化
を
與

へ
忙
所
の
も
の
で
あ
つ
陀
。

然

し
乍

ら
、
そ

の
人
間
學

の
基
礎
概
念
で
あ
り
、
且

つ
宗
敷
批
判

の
原
理
で
あ

つ
陀
「
人
間
」
は
、
決
し

て
具
禮
的

現
實

的
な
人
間
で
は
な
か
つ
π
。
「
人
間
な

る
も
の
」
「
類

こ
し

て
の
人
間
」
冒
碧

霧

ω℃
a

・。。
だ

つ
だ
。
何
時
何
腱

に
も
、
あ
て
は
ま

る
人
間
で
あ
つ
て
、
何
時
何
庭

に
も
存
在
し
な

い
人
間
で
あ
つ
た
。
成
程
、

こ
の
「
人
間
」
は
孤
濁

で
は
な

い
。
常

に
「
汝
」
こ
の
交
渉

に
於
て
、
自
分
を
解
繹
す

る
存
在

で
あ

つ
π
。
然
し

こ
の
「
汝
」
は
依
然

こ
し
て
抽

象
的
な
人
間
で
あ
る
。
從

つ
て
我
ご
汝

こ
の
交
渉
も
、
だ
か
だ
か
友
愛

ε
懸
愛
ご
を
語

る
言
葉

に
絡

つ
セ
。
乏
は
結

局
、
人
間
を
現
實

の
歴
史
的
な
就
會
關
係

に
於
て
、
把
握

し
な
か
つ
陀
こ
ご
に
由

る
。
尤
も
中

に
は
、
饗

に
引
用
し

新
観
念
形
態
に
於
る
宗
数
否
定
と
暉
(二
)

入
三



新
観
念
形
態
に
於
る
宗
敏
否
定
と
輝
(
二
)

入
四

陀

も

の

＼
外

に
、

「
農

畏

の
欲
望

は
、
農

民
的

状

態

よ
り

も
先

に
は
進

ま

な

い
」

「
人

は
廷

に
於

て
は

、
茅

屋

に
於

て

こ
別
な
考

へ
方
を
す
る
」
「
経
濟
は
哲
學

ご
道
徳
こ
の
基
礎
を
形
成
す
る
」
1

一
入
⊥
ハ
○
年
、

あ
の
有
名
な
批
剣

の

序
文

の
影
響
の
下
に
書
か
れ
た
言
葉
・i

こ
い
つ
陀
存
在
史
観
的
な
傾
向
が
、
其

の
片
鱗

を
見

せ
て
ゐ
る
が
、
之
も

挿
入
的
な
戚
投
詞
に
止
ま

つ
π
。

表
象

、
観

念
を

形

戒
し
、
所

持

す

る
も

の
は
、

勿
論

人

間

の
意

識

で

あ

る
。
肚

會
組

織

も
意
識

形

態

も
、

人

間

の

生

活

過
程

か
ら

現
は

れ

て
く

る
。
然

し

此

の
「
人

間
」
は
、

「
人
間

こ

い
ふ
観
念

」
で
は

な
く

て
、

現
實

に
存
在

し
活

動

す

る
人

間

で
あ
ら

ね

ば
な
ら

漁
。
人

間
を
人

間

π
ら

し

め

る
も

の
、

そ
れ

に

よ

つ
て
人

間

が
自

己

を

動
物

か
ら
混

別

す

る
所

の
も

の
は
、

か

の
人

間
學

で

は
宗

敏

ま
把

は
自

意
識

で
あ

つ
仁
。
然

し
斯

様

な
観

念
的

な
匿

別
な

ら
、

な

ほ

幾

ら

も
他

に

仕

方

が

あ

る
で

あ
ら

う
。

人

間
を

現
實

の

人

間

に
す

る
も

の
は
、
人

間

の

物
質

的

な

生
産

活
動

で
あ

る
。
人

間

は
此

の
活
動

に
於

て
、
彼

の
生

活
資

料

を
生
産

し
始

め

る
時
、

動

物

の
域

を
越
え

て
歴

史

の

途

上

に

登

る
。
u
2

。
韓

。
σq
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三
g
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畠
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算
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鉱
窪
貯
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鰐
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魯
窪
。。巳
律
巴

謡

箕
・
身

N一2
Φ
p

歴
史

の
推

進

力

は
斯

る
「
生
産

」
で
あ

る
。

人

間

は
生
産

に
於

て
、
彼

の
肉
燈

的
存
在

を
再

生
産

す

る
許

り

で
は
な

い
。

否
、
生

産

は
寧

ろ

「
個

々
人

が
自

ら



の
生

を
表

現

す

る

一
定

の
榛

式

で
あ

り
、

個

々
人

の

一
定

の
生

活

方
法
」

で
あ

る
。

人

間

が

何
を

如
何

に
生
産

す

る

か
ご

い
ふ

こ
ご
は
、
人

間

が
如
何

に
彼

の
生

活
榛

式
を

表
現

し

て
ゐ

る
か
、
從

つ
て
彼

が
如

何

に
存
在

し

て

ゐ

る

か
、
b即

ち
彼

が
何

で

あ

る
か

ご

い
ふ
こ

ご
だ
。
名

霧

島
Φ
甘
臼
く
箆
器
⇒

巴
。,○
ω
げ
9

α
霧

ゲ
9、コ
σq
齢
働び

く
8

α
窪

ヨ
彗
o
,

幕

幕
p

切
Φα
ぎ
σq
毒
σq
・
ロ
ひ
『q

甲
○
曾

盃

。
P

こ
の
時

、
人

は
彼

の
意

志

か
ら
濁

立

し
花
生
産

關
係

に
依
囑

す

る

こ
ご

に
な

る
Q

謬

鈴冨

ω・
。
芭

℃
巨

・
亀

◎
・・

碁

写

ヨ
窪

§

受

8

膏

図

。
幕

二

§

飢
。
建

貯¢

邑

9
叶崩。
蕊

§

9

お

ぎ
虫
巷
①
p
。。口配
o
碧

山

ぎ
ロ
①
℃
o
巳

o暮

O
h
夢
①
ぼ

鼠
=
●
蓋

こ
、

彼

の
生
産

活

動

が

全
肚
會

…機
構

に
如
何

な

る
影

響
を
及

ぼ
し
、
彼

自

身

の
生

活

へ
如

何

に
反
響

し
來

る
か
は
、

完

全

に
認

識

す

る
こ
ご
も
、

そ

の
影

響

を
彼

の
意

志
を

以

て

左
右

し
叢

す

こ

ご
も

不
可
能

だ

か
ら
。

か
く

て
、

一
定

の
生
産
關

係

の
総

和

が
、
肚

會

の
経
濟

的
構

造

を
形

成

す

る
。

ご
同

時

に
此

の
構

造

の
上

に
、

そ

れ

に
照
懸

す

る
意
識

形
態

ご
、
世
界

理
解

の
範

疇

が

形

成

さ
れ

る
。

生

活

が
意

識

を
決

定

す

る
。

Z
8
匿

号
ω
鵠
争

託
霧
の房
o
貯

σ
o
の氏
B
旨
け
α
器

目
Φげ
Φ
P

ω9
己
①
諺

α
9
。。
H・⑦び
o
ロ
び
oω瓜
8
ヨ
け
α
器

切
①白
霧
ω房
①ヲ

從

つ

て
生

活
形

態

の

推

移

ご
共

に
、
漸

次
、

意
識

形
態

も
推

移

し
始

め
る
。

具

禮
的
、

現
實

的

な
歴
史

は
、

人

間

ご
自

然

ざ
の
斯

る
實

践

的

な

辮

謹

の
中

に
實

在

す

る

の
で
、

そ

れ

の
反
映

こ
し

て

の
意
識

型
態

の
中

に
在

る
の
で
は

な

い
。

意
識

形
態

そ

の
も

の
は
、

何

ら

の
歴
史

を
有

し
な

い
。

軍

に
意

識

形
態

そ

の
も

の

、
歴
史

を
考

へ
る

の
は
、
「
現
實

の
影
」
を

結
合
す

る

に
齊

し

い
。
「
意

識

に
就

て
の
饒

舌
が
影

を
潜

め
、

現
實

的

な
知

識

が
そ
れ

に
代

つ

て
現

は

れ

ね
ば
な

ら

膿
」
。

そ
の

ー

新
翻
念
形
態
に
於
る
宗
敏
否
定
と
輝
(二
)

入
五



薪
魏
念
形
態
に
於
る
宗
教
否
定
と
輝
(二
)

入
六

時
、
從
來
の
塞
想
的
な
人
間
の
、
塞
想
的
な
活
勤

こ
し
て
の
、
歴
史
現
象

の
説
明
が
濾
滅
し
、
具
膿
的
、
實
謹
的
な

歴
史

の
科
學
が
生
誕
す
る
。
「
我

々
は
唯

一
の
科
學
、
帥
ち
歴
史
科
學
を
有
す

る
の
み
で
あ
る
」
。
自
然

ε

人

間

ご

は
、
物
質
的
な
生
産
を
通
し
て
、
實
践

的
に
統

一
せ
ら
れ
、
交
渉
的
に
解
繹
せ
ら
れ

る
。
自
然
吏

ご
人
間
史

ご
が
、

互
に
欄
約
し
、
綜
合
さ
れ
る
。

か
の
人
間
の
思
惟
が
、
欝
象
的
な
眞
理
に
到
達
す

る
か
否
か
の
問
題
は
、
我

々
が
戚

性

を
「
調
象
的
な
活
動
」
こ
し

て
把
握
す

る
こ
ご
に
よ
つ
て
解
決

さ
れ

る
問
題
ー

理
論
の
問
題

で
な
く
て
實
践

の
問

題
で
あ
る
。

人

間
史

の
出
螢
黙
は
、
勿
論
、
人
聞
で
あ
る
。
然
し
、
「
人
間
其
者
」
こ
い
つ
π
抽
象
原

理
で
あ
つ
て
は
な
ら

ぬ
。

「
外
界

に
封
す

る
自
己

の
働
ら
き
か
け
の

過
程
に
於
て
経
験
す

る
戚
畳

に
依

て
思
索

に
目
ざ

め
さ
せ
ら
れ

る
」
入
間

「
生
産

譜
力

の
増
長
の
、
就
會
的
諸
關
係

の
解
溝
の
、
諸
観
念

の
形
成
の
、
絶
え
ざ

る
蓮
動
の
只
中

に
生
活
す

る
」
人

間
、
斯

る
入
間

こ
そ
歴
史
を
愛
化
し
創
造
す

る
原
理
で
あ
る
。
然

る
に
か
の
人
間
學

の
原
理
は

「
外
部
樹
象
の
清
費

過
程
に
於
て
経
鹸
す
る
戚
畳

に
よ

つ
て
思
索

に
目
ざ

め
さ
せ
ら
れ
る
」
人
間
に
す
ぎ
な
か
つ
把
。
外
部
封
象

は
、

そ

こ
で
は
軍

に
溝
養

の
客
髄

で
あ
る
。
物
質
世
界
は
、
人
間
に
榮
養
手
段
を
輿

へ
る
も
の
に
す
ぎ
な

い
。

U
窪

竃
2
-

、9

容

山
帥
。。・
≦
9、
Φ
.
罰、、汁
・
結
局

、
人
間
學

の
世
界
は
「
市
民
肚
會
」
で
あ
り
、
人
間
學

は

「
市
民
就
會

に
於
け

る
個

人
の
直
観
」
島
Φ
》
昌
ω。ず
簿
巷
σq
山
窪

・貯
NΦ
ぼ
窪

ぎ
臼
く
置
ま
コ
ぎ

山
興

ぴ
母
σq
・集
9
Φ
p
Ω
8
亀
8
冨
沖

で
あ
つ
だ
。
威
性

は
輩

に
、
変
渉
的
な
直
概

の
原
理
ざ
し
て
把

へ
ら
れ
、
「
實
践
的
な
人
間
的
-
戚
性

的
な
活
勤
」

嘆
碧
瓜
。
巴

巨
彗
9
亭



ω窪
8
蔓

碧
け三
ぐ

こ
し
て
把
握

さ
れ
な
か
つ
π
。
寧
ろ
實
蔑

は
「
汚
ら
は
し

い
・
猶
太
人
的
な
」
も

の
ε
し
て
蔑
ま
れ

だ
。
彼
は
歴
吏

に
於

け
る
人
間
の
實
蔑
的
U

批
剃
的
な
活
動

些
Φ
嘆
碧
昏
9
〒
鼠
ぼ
。
碧
瓜
く
津
図
の
眞
義
を
理
解
し
な
か

つ
忙
。

こ
＼
に
彼

の
根
本
的
な
観
念
性

が
穫

は
る
。

彼

は
到

る
所
で

「
人
間
」
を
語

る
。

が
、
そ
の
人
間
が
佳
む

世
界
-

肚
會

ε
歴
史

ご
に

就

て
は
殆
ど
語
ら
な

い
。

「
肚
會
學
は
彼

に
ご
つ
て
不
可
知
界
」
で
あ
り

「
歴
史

の
領
域

は
彼

に
ご
つ
て
、

一
般

に
不
便
な
、
ま
だ
不
快
な
も
の

で
あ
つ
た
」
。
從

つ
て
枇
會
は
把
か
だ
か
「
人

間
ご
人
間
こ
の
關
係
」
に
過
ぎ
す
、
道

徳
は
「
入
間

ご
人
間

こ
の
良
き
結

合
」

こ
い
つ
把
人
這
主
義
的
な
愛

の
倫
理
i

一
つ
の
信
侶
圭
義

に
終

つ
陀
。
此

の
倫
理
の
出
登
鮎
は
、
入
間
の
戚
性

的
な
欲
求
、
「
幸
頑
衝
動
」
で
あ

つ
陀
。
然
し
幸
幅

ご
稽

せ
ら
れ
る
も
の
は
大
部
舜
、
軍
に
人
間
ε
人
間

こ
の
結
合
か

ら
得
ら
れ

る
も
の
で
は
な

い
。

そ
れ

に
は
物
質
的
な
素
材
を
要
す
る
。
そ
れ
の
良
き
勢
配
を
要
す

る
。
然
し

こ
の
こ

ご
は
、
愛
則
な
肚
會

に
於

て
、
完
全

に
拒
否
さ
れ

て
ゐ
る
。
勿
論
、
軍
な

る
「
愛

の
嘔

音
」
に
よ
つ
て
實
現
さ
れ
る
性

質

の
も
の
で
は
な

い
。
現
實

の
肚
會
面

か
ら
退
場
し
π
、
敷
名

の
人
道
家
の
間
で
は
可
能

で
め
ら
う

こ
も
。
然

し
、

こ
の
程
度

の
も
の
は
、
現

に
各
家
庭

の
内
で
行
は
れ
て
ゐ
る
。

右

の
如
き
客
観
的
状

勢
が
、
巖
壁

の
如
く
實

在
す

る
時
、

そ
れ
が
實
陵
的
に
止
揚

さ
れ

ぬ
限
り
、
「
愛
の
幅
音
」
は

.
碧

凶導
。
8
暮

9
巳

。
ぼ
憲
ωず
島
$
ヨ

.
に
す
ぎ
な

い
。
「
人
間
が
水
に
溺

れ
る
の
は
、
彼

が
重
力

の
思
想

に
執
は
れ

て
ゐ
る
か
ら
だ
。
重
力

の
意
識
を
人
間
の
磯
裡
か
ら
騙
逐
し

さ

へ
す
れ
ば
、
彼

が
水
に
溺
れ

る
危
険

を
無

く
す

る
こ

新
観
念
形
態
に
於
る
宗
教
否
定
と
暉
(二
)

入
七



新
観
念
形
態
に
於
る
宗
教
否
定
と
暉
(二
)

八
入

ヌ
が
出
來

る
」
こ
い
つ
た
夢
想
に
類

す
る
。
而
も
か
の
人
間
學
は
、
斯

る
夢
想
ー
戚
傷
を
紳
聖
化
し

て
、
新
し
き
宗

敷
を
唱

へ
ん
こ
す
る
。
あ
の
熟
意

ご
執
拗

ご
を
以
て
否
定
し
π
「
宗
数
」
の
名
を
、
何
故

に
再
び
「
新
し
き
世
界
観
」
に

か
ぶ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
π
か
。
「
観
念
論
的

思
ひ
出

に
ご
つ
て

大
切
な
宗
敷
こ
い
ふ
言
葉

が
、
言
語
こ
し
て
漕
滅

す

る
を
欲
し
な
い
」
把
め
か
。
「
然

ら
ば
無
紳
論
、

こ
れ
諸
君
の
宗
激
だ
」
ビ
い
つ
π
信
者
達
の
機
に
。

彼

の
宗
敷
批
判
は
、
今

一
つ
の
宗
敷
を
増
加
す
る
π
め
の
準
備

に
絡

つ
た
。
宗
敷

か
ら
哲
學
を
分
離
す

る
π
め
に

出
螢

し
セ
哲
學
は
、
再

び
新
し
き
宗
数

の
中

へ
没
入

し
て
し
ま
つ
π
。
天
上

の
人
間
が
地
上

へ
引

き
降

さ
れ
陀
。
具

髄
入

の
横

に
、
抽
象
人
が
据
え
ら
れ
π
。
そ
し

て
地
上
は

一
層
繁
難

に
な

つ
セ
。
新
し
き
入
間
は
、
神
學

か
ら
抽
象

さ
れ
把
人
間

に
す
ぎ
な

か
つ
π
。

か
の
彪
大
な
宗
敏
批
判
の
述
作
は
、
結
局
、
主
僻

ご
賓
僻

こ
の
置
換
に
す
ぎ
な
か

つ
π
。
永
遽
に
憂
る
こ
ご
な
き
入
間
關
係
-
性
愛
や
友
情

の
中

に
棲
息
す

る
抽
象
人

か
ら
、
生

き
π
現
實
入

に
到
達

す

る
把
め
に
は
、
入
間
を
「
歴
史

に
於

て
行
動
す
る
も
の
」
こ
し

て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。

か
の
人
間
學

の
歴
史
観
が
、
宗
敷
本
位

の
史
観
、

い
は

い
宗
敷
史
観
だ

つ
陀
の
は
、
寧
ろ
當
然

で
あ
ら
う
。
之

に

從

へ
ば
、
歴
史
を
形
成
す

る
圭
髄

は
、
人
間
の
本
性

ご
其

の
欲
求
で
あ
る
。
肚
會
機
構

ざ
意
識
形
態

ご
が
、

こ
の
も

の
に
依

て
構
成
せ
ら
れ
、

こ
の
も

の
に
適
合
す

る
限
り
存
績
す

る
。
人
間
の
本
性

ご
欲

求
こ
そ
歴
史

の
推
進
力

で
あ

る
。

そ
し
て
之
が
、
最
も
具
燈
的
に
、
而
も
要
約
的
に
表
現

せ
ら
れ
、
且

つ
固
定
化

さ
れ
花
も
の
が
、
宗
敷
で
あ
つ



だ
。
我

々
は
各
時
代
が
所
有
し
π
神

ご
天
界

ご
地
獄
ご
を
搬
討
す

な
こ
ご
に
よ
つ
て
、
其

の
時
代
の
人

々
が
、
最
も

高
く
評
債
し
セ
思
想
、
戚
情
、
制
度
、
最
も
欠
乏
を
戚

じ
て
ゐ
π
も
の
、
脱
却
せ
ん
ご
し
π
精
紳
的
、
物
質
的
環
境

を
理
解
す

る
こ
ざ
が
出
來

る
。
近
代
ま
で
の
肚
會
的
な
事
攣

に
は
、
常

に
、
顯
は
に
か
、
隠
密

に
か
、
「
宗

激

の
刻

印
」

が
お
さ
れ
て
ゐ
だ
。

ざ
宗
敷
史
観

は
考

へ
て
ゐ
る
。
か
く

て
、

こ
の
史
観
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
肚
會
關
係

は
人

間
の
意
欲
ー
意
識

の
所
産

で
あ
る
。
從

つ
て
、

こ
の
意
識
を
改
愛
す

る
こ
ご
に
よ
つ
て
、

こ
れ
ら
の
諸
關
係
を
改
愛

す
る
こ
ご
が
で
き

る
。
そ
こ
で
、
彼

の
批
剣
ざ
攻
撃

の
樹
象

は
、
現
實
界

の
「
思
想
」
こ
な

る
。
現
實
界
其
者

で
は
な

く
な

る
。
團
事
は
「
言
葉

に
野
す

る
圖
孚
」
こ
な

つ
だ
。
「
猫
逸
哲
學

ご
、
濁
逸

の
現
實

こ
の
間
の
聯
關
を
問
題

に
し
、

そ
れ
を
行
ふ
批
剣

ざ
、
そ
れ
を
取
り
窓
く
物
質
的
環
境

こ
の
關
係

を
問
題

に
す

る
」

こ
ご
な
ど
は
、
此
の
哲
學
者

の

企

て
及
ば
ざ
る
所
で
あ
つ
把
。
π

ご
ひ
彼
は
欲
し
て
ゐ
な

い
に
し
て
も
、
事
實

こ
し
て

「
意
識
を
墾
更
せ
ん
ε
す

る

此

の
要
求
は
、
結
局
、
現
存
す

る
も
の
を
、
他
の
仕
方
で
解
繹
し
よ
う
こ
い
ふ
、
即
ち
そ
れ
を
他

の
解
鐸
に
よ
つ
て

承
認
し
よ
う
こ
い
ふ
要
求
に
外
な
ら
な

い
」
。
団
議

o
ω。
℃
げ
窪
ω
冨
く
⑦
目
興
。
一団

葺

2
嘆
o
言
餌

夢
。

≦
〇
二
α

一昌

く
鼠

。
ロ
。。

≦
ミ
ω
恥
夢
o
oω器
暮
芭

帥ぼ
β
σQ
凶ω
8

登

宗
敷
史
観
が
宗
敷

を
現
實

の
地
盤

へ
解
消
せ
ん
ε
し
把
こ
ざ
は
宜
し
い
。
然

し
、

そ
の
上

に
爲
す

べ
き
こ
ご
を
看

過

し
だ
。
更

に
、
此

の
現
實

の
地
盤

が
、
そ
れ
自
身
を
分
割
し
て
、
自
己

の
性
質

ざ
願
望

ご
生
活

ご
を
、
天
上
に
投

爲
せ
ざ

る
を
得
な
か
つ
陀
理
由

が
、
そ
の
物
質
的
生
活
の
矛
盾

の
内

に
登
見
せ
ら
れ
、
人
間
の
本
性
も
願
望
も
、
從

つ

新
翻
念
形
態
に
於
る
宗
敷
否
定
と
暉
(
二
)

入
九
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て
宗
数
的
情
操
其
者

が
、
既

に

一
つ
の
歴
史
的
産
物

で
あ
る
こ
ご
が
分
析
せ
ら
る
べ
き
で
あ

つ
セ
。
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入
間
の
本
質
を
愛

ご
し
て
把
握
す
る
方
法
そ
の
も
の
が
、
既

に
近
世
の
浪
漫
的
世
界
観

の
歴
史
性

に
根
ざ
し
て
ゐ
る
。

故

に
、
宗
激
の
止
揚
は
、
そ
れ
の
現
實

の
地
盤
が
、
そ
の
矛
盾

の
相

に
於
て
理
解

せ
ら
れ
、
然

る
の
ち
、
此

の
矛

盾

の
除
去
を
逓
じ
て
行
は
る
べ
き
だ
。

そ
れ
が
だ
め
に
は
、
軍

に
意
識
過
程

こ
し
て
の
宗
敷

の
本
質

が
分
析

さ
れ

る

許

り
で
な
く
、
更

に
肚
會
過
程

こ
し

て
の
宗
敷
、
即
ち
制
度
こ
し

て
の
宗
敷
、
組

織
ご
し
て
の
宗
数

の
特
殊
な
性
質

が
解
剖

せ
ら
れ
、
進

ん
で
國
家
過
程
、
政
治
過
程

に
於
け
る
宗
敷
意
識
及
び
制
度

の
特
殊
な
役
割
が
、
特

に
明
自

に

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

宗
敷
史
観
の
歪
曲
は
、
次
の
こ
ご
に
も
存
在
す
る
。
人
爲
的
な
布
教
に
よ
つ
て
傳
播

さ
れ

π
世
界
的
宗
敷
-!
-
回

敷
、
基
督
数
ー

に
關
し
て
云

へ
ば
、
肚
會

の
廣
汎
な
歴
史

的
愛
化

が
、
そ
れ
ら
の
「
宗
数

的
刻
印
」
を
帯
び
て
ゐ
だ

が
、
「
自
然
螢
生
的
に

生
じ
陀
、
古

い
氏
族
及
び

民
族
宗
敷
は
、
も

ご
く

布
敷
的
な
も
の
で
は
な

か
つ
花
の
で
、

そ
の
氏
族
乃
至
民
族
の
自
立
性

が
破
れ

る
ご
同
時

に
、

一
切
の
抵
抗
力
を
失

つ
弛
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
グ

ル

マ
ン
民

族

の
場
合
な
ど
は
、
崩
壊

し
つ
＼
あ
る
羅
馬
帝
國

に
接
鯛
し
だ
だ
け
で
、
民
族
宗
敷

は

一
π
ま
り
も
な
く
カ
を
失

つ

陀
」
。
の
み
な
ら
す
「
基
督
敷
が
實
際

に
普
遍
的
な
意
義
を
も

つ
だ
獲
化
に
樹
し
て
、
宗
敷

的
刻
印
を
與

ヘ
セ

の
は
、

十
三
世
紀
か
ら
十
山
ハ
世
紀
ま
で
の
、
市
民
の
解
放
段
階
に
限
ら
れ

て
ゐ
た
」
。
而
も

こ
れ
は
「
中
世
史

の
前
期
が
、
宗



敷

ご
紳
學
以
外
に
、
ど
う

い
ふ
形
の
意
識
形
態
も
持
π
な
か
つ
た
」

こ
ご
に
よ
つ
て
説
明
さ
れ
る
。
從

つ
て
十
入
世

紀

に
至

つ
て
、

こ
の
入

々
が
自
分
の
立
場

に
合
致
し
セ
猫
特

の
意
識
形
態
を
も
つ
π

ご
き
、
「
例

へ
ば
、
十
入
世
紀
末

の
佛
蘭
西
の
愛
化
な
ど

に
は
、
軍
に
法
律
上
、
政
治
上

の
観
念
に
訴

へ
π
だ
け
で

途
行
し
π
」
。

そ
こ
で
は
宗
敷

の

否
定

さ

へ
も
、
問

題
に
な

つ
π
。

況
し
て
こ
れ
ら

の
歴
史

が
、

か
の
技
巧

に
依
て
、
既

に
遺
憾
な
く
朦
朧
化
さ
れ

イ
ゐ
る
時
に
、
斯

る
歴
史
を

「
軍

な

る
敷
會
史

の
附
録
」

こ
し

て
、
そ

の
理
解

を

一
層
暖
昧

に
す

る
必
要
は
な

い
。
否
、
敷
會
史

こ
そ
、
歴
吏

の
軍
な

る
附
録
な
の
だ
。
コ
歴
史
が
宗
敷
的
衣
裳
を
着
け
把
時
期
は
、
次
第

に
過
ぎ
去

つ
て
ゐ
る
」
。

既
に
宗
敷
が
、
そ
の
現
實

の
地
盤
を
、
物
質
的
な
生
活
形
態

の
矛
盾

の
内

に
有
す

る
限
り
、
そ
れ
は
軍
な
る
宗
敷

の
自
己
疎
外
性

の
指
摘

こ
い
つ
陀
観
念
的
な
仕
方
、
論
孚
に
よ

つ
て
は
、
決
し
て
克
服
さ
れ

る
も
の
で
は
な

い
。
宗

激
否
定
の
理
論
は
、
常

に
、
自
己
疎
外
的
な
宗
敏
的
表
象

を
必
要

ざ
す
る
如
き
、
現
實

の
地
盤

の
特
殊
性

に
樹

ず
る

實
践
的
な
止
揚
の
活
動

に

結
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
「
物
質
的
力
は
、
π

や
物
質
的
力

に
よ
つ
て
の
み
放
棄

さ
れ

る
。
理
論
は
、
そ
れ

が
或

る
者

を
把

へ
る
時

に
、
或
る
カ

こ
な
る
」
。
入
間
は
彼

が
食

ふ
ご
こ
ろ
の
も
の
だ
、
環
境

の

産
物
だ
、

こ
い
つ
だ
考
は
、

一
つ
の

宿
命
観
で
あ
る
。
「
四
園

の
事
情

こ
そ

人
間

に
よ
つ
て
鍵
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
ご
、
敷
育
者
薗
身
が
敏
育

さ
れ
ね
ば
な
ら
鍛
こ
ご
」
を
看
過
し
て
ゐ
る
。
環
境

の
獲
化

ε
、
積
極
的
な
入
間
活
動

ご
の
合
致

が
見
出

さ
れ
ね
ば
な
ら

訟
。
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も
、

か

の
人

間
學

に
於

て
も
、

時

に
は
斯

榛

な
見

解

が
見

ら
れ

ぬ
で
も
な

い
が
、

そ
れ

は

「
何
等

賑

絡

の

な

い
、

そ

の
時

々
の
思

ひ

つ
き
以

上

に
出

で
な

い
」
も

の
で

あ
り
「
彼

の

一
般

的
な
物

一
見

方

に
樹

し

て
、

極

め
て

微

々
π

る
影
響

」
を
及

ぼ

し

て
ゐ

る
に
過

ぎ

な

い
。

結
局

、

か

の
人

間
學

の
宗

敷
批

判

は

「宗

敷

的

表
象

の
批
剣
」
把

る

に
止

ま

つ
惣
。

我

々
は
ー

こ
い
つ
て
も
、
無
論
、
筆
者

の
立
揚
か
ら
語

る
の
で
は
な

い
。
上
來
す

べ
て
同
じ
。
i

以
下
、
新

し
き
観
黙
を
略
述
し
、
此

の
立
場
か
ら
、
新
し
き
方
法
を
以
て
、
「
人
間
」
を
解
繹
し
、
「
宗
敷
」
を
批
判
し
や
う
。
但

し
、
我

々
の
解
繹

置
批
判
こ
の
樹
象
は
、
勿
論
、
圭

ど
し
て

「
現
實
の
人

間
」
、
「
現
實

の
諸
宗
数
」
、
そ
れ
ら
の

「
現

實

の
地
盤
」
で
あ
る
。
人
間
の
愛
ら
隙

「
本
質
」
や
、
宗
敷
の
嚴
密
な
「
定
義
」
を
詮
馨
す

る
の
で
は
な

い
。
本
質

や
定

＼

義
を
明
ら
か
に
し
な

い
で
、
漫
然

ご
論
議
す

る
の
は
、
許

し
難

き
混
齪
だ
、
冒
濱
だ
、
無
意
味
だ

と
も
言

は
れ

る
で

あ
ら
う
。

一
懸
、
尤
も
で
あ
る
。
だ
が
、
現
實
に
存
在
す
る
も
の
は
、
個

々
の
人
間
で
あ
り
、
個

を
の
宗
敷

で
あ
つ

て
、
入
間
の
「
本
質
」
や
、
宗
敷
の
「
定
義
」
で
は
な

い
。
そ
し
て
現
實
の
歴
史

に
於

て
、
重
大
な
役
割
を
演
す
る
者
も

亦
、
現
存
す
る
人
間
、
現
存
す

る

諸
宗
教
で
あ

つ
て
、
槻

念
學

の

特
等
席

に
居
眠
し
て
ゐ

る
そ
れ
等

の

「
本
質
」
や

「
定
義
」
で
は
な

い
。
且

つ
、
人
間
は
入
間
の
本
質
を
理
解
し

て
、
然

る
後
、
人
間
こ
し
て
存
績
し
始

め
陀
の
で
も
な

く
、
宗
数
も
亦
、
そ
れ

の
定
義

の
確
定
を
待

つ
て
、
然
…る
後
、
現
存
し
始

め
把
の
で
も
な

い
。
斯
…檬
に
考

へ
て
次

へ

進
む
。
(未
完
)


